
紹

介

中
国
に
お
け
る

一
九
八
〇
年
以
降
の
鍾
喋

《
詩
品
》

研
究
概
観

3
:

-

滋
味
説
を
中
心
と
し
て
-

序

中
国
に
於
け
る

『詩
晶
』
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
'
既
に
尚
定
氏

の

｢《
詩
晶
》
研
究
概
観
｣
(
1
九
八
七
年
､
『語
文
導
報
』)
及
び
曹
旭

氏
の

｢鍾
燦

《
詩
品
》
研
究
綜
述
｣
(
一
九
八
九
年
､
『文
史
知
識
』
)
と

い
う
二
第
の
論
文
が
あ
-
､
そ
の
概
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し

か
し
'
こ
の
二
文
は
､
あ
-
ま
で
研
究
動
態
の
紹
介
報
告
が
主
目
的

で
あ
る
か
ら
､
常
然
の
こ
と
な
が
ら
､
各
研
究
に
封
す
る
批
評
は
ご

く
少
な
-
､
中
国
に
於
け
る

『詩
品
』
研
究
の
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
論

じ
ら
れ
て
い
な
い
｡
勿
論
'
両
氏
の
｢研
究
概
観
｣
､
｢研
究
綜
速
｣
が

『
詩
品
』
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
､
今
後
の

『詩
品
』
研
究
の
方
向
や
あ
り

紹

介

方
を
定
め
､
よ
-
飛
躍
的
な
章
展
を
期
す
た
め
に
は
､
従
前
の
各
研

究
に
対
し
て
逐

l
憤
重
な
検
討
を
加
え
､
そ
の
長
所
敏
鮎
を
明
確
に

す
る
こ
と
が

一
層
有
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
､
こ
の
小
論

を
始
め
と
す
る

一
連
の
拙
論
で
は
て
こ
の
鮎
に
留
意
し
っ
つ
'
主
と

し
て
中
国
に
於
け
る
近
十
年
､
つ
ま
-

一
九
八
〇
年
以
降
の
『詩
品
』

研
究
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡

中
国
に
於
け
る
近
年
の

『詩
品
』
研
究
は
､
上
記
の
曹
旭
論
文
に

よ
る
と
'
三
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
｡

第

一
期
は
､

一
九
二
六
年
か
ら

一
九
四
九
年
ま
で
の
二
十
四
年
間
｡

こ
の
期
間
に
は
'
張
陳
卿
の
『鍾
燦
詩
品
之
研
究
』
(
1
九
二
六
年
)

を
始
め
と
し
て
'
陳
延
傑

『詩
品
注
』
(
一
九
二
七
年
)
･
古
直

『
鍾
記

室
詩
品
等
』
(
T
九
二
八
年
)
･
許
文
雨

『詩
晶
帯
』
(
l
九
二
九
年
｡
改

題

『鍾
喋
詩
晶
』)
等
､
十
教
部
の

『
詩
品
』
研
究
尊
者
が
陸
綾
と
著

さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
故
､
こ
の
時
期
は
'
曹
氏
の
言
-
と
お
-
'
ま

さ
し
-
現
代

『詩
晶
』
研
究
に
と
っ
て
の
『
覆
轍
期

(出
費
期
)』
(｢鍾

傑

《詩
品
》
綜
速
｣)
で
あ
-
､
『
興
盛
期
』
(同
前
)
で
あ
る
と
規
定
で

き
よ
う
｡
こ
の
期
の
研
究
尊
者
は
､
そ
れ
以
前
に
は

『詩
品
』
の
注

樺

･
校
勘
等
が
ま
っ
た
-
な
-
'
零
か
ら
の
出
費
に
近
か
っ
た
の
で
､
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確
か
に
相
皆
の
進
展
が
あ
-
､

一
定
の
成
果
が
挙
が
っ
た
と
言
え
る
｡

し
か
し
､
方
法
論
的
に
は
､

ほ
と
ん
ど
装
松
之

『
三
国
志
注
』
･
劉

孝
標

『
世
説
新
語
注
』
･
李
善

『
文
選
注
』
の
方
法
と
同
じ
典
操

･
出

典
探
索
に
よ
る
古
典
的
注
樺
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
そ

ヽ
ヽ

の
上
､
な
お
た
と
え
ば
上
品
序
に

｢官
公
父
子
､
篤
好
期
文
'
平
原

ヽ
ヽ

兄
弟
'
欝
為
文
棟
｣
と
あ
る

｢平
原
兄
弟
｣
を

｢陸
機
陸
雲
｣
と
解

す
る
初
歩
的
な
誤
謬
や

｢序
｣
の
位
置
に
関
す
る
重
大
な
疑
問
鮎
な

ど
も
多
-
存
在
し
て
い
た
か
ら
､
量
的
に
は
と
も
か
-
､
質
的
に
は
､

他
の
作
品
研
究
に
比
し
て
､
決
し
て
十
分
に
満
足
の
い
-
研
究
水
準

に
達
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
態
で
あ
っ
た
｡

第
二
期
は
､

1
九
五
〇
年
か
ら

1
九
七
九
年
ま
で
の
三
十
年
間
O

文
化
大
革
命
の
十
年
間
を
含
む

｢解
放
｣
以
後
の
こ
の
時
期
は
､

わ
ず
か
に
二
十
鉄
筋
の
論
文
が
あ
る
だ
け
で
､
ま
っ
た
-
見
る
べ
き

成
果
が
な
い
｡
ま
さ
し
-

『詩
品
』
研
究
の

『
凋
落
』
(同
前
)
の
時

期
と
言
え
よ
う
｡
反
面
､
政
治
と
文
学
研
究
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

は
興
味
深
い
時
期
で
あ
る
｡

第
三
期
は
､

一
九
八
〇
年
以
降
｡

こ
の
十
年
除
の
間
に
'
梅
連
生

『鍾
嘆
和
詩
品
』
(
T
九
八
二
年
上

海
古
籍
出
版
社
)
･
斎
華
柴

『詩
晶
注
揮
』
(
一
九
八
五
年
中
州
古
籍
出
版

社
)
･
呂
徳
申

『鍾
嘆
詩
晶
校
揮
』
(
一
九
八
六
年
北
京
大
学
出
版
社
)
･

向
長
青

『
詩
品
注
樺
』
(
一
九
八
六
年
奔
魯
書
杜
)
･
超
仲
邑

『
鐘
楼
詩

品
評
注
』
(
一
九
八
七
年
鹿
西
人
民
出
版
社
)
･
徐
達

『詩
晶
全
揮
』
(
一

九
九
〇
年
貴
州
人
民
出
版
社
)
と
い
う
六
部
の
尊
者
と
百
除
篤
に
及
ぶ

論
文
が
書
か
れ
て
い
る
｡
ま
さ
に

『詩
品
』
研
究

の

『復
蘇
時
期

(復
興
期
)』
(同
前
)
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
｡

第

一
･
二
期
の
成
果
は
､
す
べ
て
第
三
期
の
研
究
に
吸
収
さ
れ
て

い
る
の
で
'
中
国
に
於
け
る
現
代

『詩
晶
』
研
究
の
現
状
を
認
識
し
､

今
後
の
方
向
性
を
探
る
た
め
に
は
､

一
九
八

〇
年
以
降
の
研
究
を
調

査
検
討
す
れ
ば
十
分
と
い
-
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ
故
､
こ
の
一
連
の

拙
論
で
は
､
主
に
一
九
八
〇
年
以
降
の
そ
れ
を
封
象
と
し
て
取
-
上

げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
際
､
日
本
の

『詩
品
』
研
究
も

硯
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
-
つ
も
-
で
あ
る
が
､
奇
妙
な
こ

と
に
､
日
本
の

『詩
品
』
研
究
は
､
中
国
と
違
い
､

1
九
八
〇
年
以

前
に
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
､
以
後
は
小
休
止
の
如
き
状
態
を
星
し
て

い
る
の
で
､
日
本
に
お
け
る
研
究
に
関
し
て
は
基
本
的
に
は

一
九
八

〇
年
以
前
の
論
者
を
比
較
の
封
象
と
す
る
｡
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筒
定
氏
の

｢《
詩
品
》
研
究
概
観
｣
は
､
近
年
の
『詩
品
』
に
関
す

る
諸
研
究
を
内
容
上
か
ら
分
析
し
て
､

一
､
鐘
燦
の
生
卒
年
､
身
世
と

『詩
品
』
成
書
年
代
の
考
訂

二
､
『
詩
晶
』
の
注
樺
に
関
す
る
も
の

三
､
理
論
研
究

A
.
『詩
品
』
の
地
位
問
題
に
関
す
る
も
の

B
.
『
詩
品
』
の
審
美
規
準
と
批
評
原
則
に
関
す

る
も
の

C
.『詩
品
』
批
評
方
法
の
優
劣
に
関
す
る
も
の

D
.
『詩
品
』
中
の
作
家
の
品
第
に
関
す
る
も
の

E
.
『詩
品
』
の
比
較
研
究
に
関
す
る
も
の

の
如
-
分
類
し
て
い
る
｡

一
方
､
曹
旭
氏
の

『
鍾
喋

《
詩
品
》
研
究

綜
速
』
は
､
同
じ
内
容
上
の
分
類
を
次
の
如
-
に
分
け
て
い
る
｡

二

鍾
嘆
の
生
卒
年
問
題
に
関
す
る
も
の

二
､
三
品
の
不
公
平
と
陶
詩
が
鷹
壕
に
出
て
い
る
と
す
る
こ
と
に

関
す
る
も
の

三
､
《
詩
品
》
と
《
文
心
髄
龍
》
の
文
学
観
の
異
同
に
関
す
る
論
争

四
､
〝
滋
味
説
〃

及
び
其
の
他
に
関
す
る
も
の

一
見
､
備
定
氏
の
方
が
､
概
括
的
な
分
糞
で
､
『詩
品
』
研
究
の
す
べ

紹

介

て
の
問
題
を
網
羅
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
､
賓
際
に
紹
介
報
告

し
て
い
る
内
容
を
見
る
と
､
曹
旭
氏
の
示
す
具
鮭
的
､
個
別
的
な
分

額
と
あ
ま
-
襲
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
｡

一
連
の
小
論
で
は
､
便
宜
上
､

主
に
簡
便
な
曹
旭
氏
の
分
類
に
準
按
し
っ
つ
､
不
足
す
る
と
こ
ろ
は

筒
定
氏
の
分
類
に
よ
っ
て
補
足
し
､
各
項
目
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

を
と
-
あ
げ
へ
そ
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡

二

｢滋
味
説
｣
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
-
｢滋
味
説
｣

の
存
在

中
国
に
於
け
る

『
詩
品
』
研
究
論
文
中
で
最
も
多
-
論
じ
ら
れ
て

き
た
テ
ー
マ
は
'
所
謂

｢滋
味
説
｣
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､

｢滋
味
説
｣
が
中
図
の

『詩
品
』
研
究
者
の
最
も
関
心
あ
る
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
と
こ
ろ
が
､
こ
の

｢滋
味
説
｣

に
関
し
て
は
､
中
国
以
外
で
は
-
欧
米
は
言
う
に
及
ば
ず
､
と
-
わ

け
鍾
喋

『詩
晶
』
に
関
す
る
研
究
が
相
普
進
ん
で
い
る
日
本
や
韓
国

に
於
い
て
も
'
ま
っ
た
-
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
'
こ
れ
は
中
国

猪
白
の
関
心
事
で
あ
-
､
中
国
に
於
け
る

『詩
品
』
研
究
の
一
特
色

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
-
｡
そ
れ
故
､
中
国
の
『詩
晶
』
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掛

研
究
の
特
色
を
究
明
し
､

そ
の
長
所
映
鮎
を
明
確
に
し
て
'
今
後
の

方
向
性
を
模
索
せ
ん
と
す
る
試
み
の
第

一
歩
と
し
て
､
先
ず
'
こ
の

｢
滋
味
説
｣
に
関
す
る
論
文
の
検
討
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

中
国
に
お
い
て
'
直
接

｢
滋
味
説
｣
(｢詩
味
読
｣
と
表
現
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
)
を
論
じ
た
'
主
な
論
文
に
は
､
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ

る

｡

①
呉
詞
公

｢説
詩
味
-
鍾
燦
的
詩
歌
許
論
及
英
美
学
理
想
｣
(『江
漢

学
刊
』
一
九
六
三
年
九
期
)

②
李
俸
寵

｢論
鍾
喋
的

〟
滋
味
〃

説
｣
(『文
学
評
論
｣
一
九
七
九
年
三
期
)

③
高
起
筆

｢濁
談
鍾
喋
的
詩
味
諜

｣
(『人
文
難
詰
』
一
九
八
〇
年
二
輯
)

④
武
新
津

｢
濁
談
鍾
燦
的

〃
滋
味
〃
説
｣

(『思
想
戦
線
』
T
九
八
〇
年

三
期
)

⑤
陳
建
森

｢鍾
燦
的
美
学
思
想
-

〝
滋
味
〃
｣
(『河
池
師
事
学
報
』
一

九
八
二
年

一
期
)

⑥
郁

源

｢鍾
喋

『詩
品
』
〝
滋
味
〃

解
』
(『江
漢
論
壇
』
1
九
八
三
年

二
期
)

⑦

丁

捷

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物

‥
鏡
燦

《
詩
品
》
的
〃

滋
味
〃

説
｣
(『鄭
州
大
挙
学
報
』
智
正
版

一
九
八
四
年

一
期
)

⑧
王
之
望

｢鍾
喋
輿
司
空
圏
〝

味
〃
説
非
｣
(『牡
丹
江
師
院
軍
報
』
1

九
八
五
年
一
期
)

⑨
奔
魯
青

｢論
鍾
喋
開
創
的
〃
滋
味
説
〃
｣
(『rE:蒙
古
大
学
学
報
』
一
九

八
五
年
二
期
)

⑩
宿
敵
恰

｢鍾
燦
的

〝
滋
味
説
〃
封
我
国
詩
歌
章
展
的
作
用
｣
(『杭

州
大
学
学
報
』

7
九
八
五
年
四
期
)

⑪
王
小
剛

｢徒
接
受
美
学
理
論
看
鍾
嘆
的
〃

滋
味
〃
説
｣
(『河
池
師

事
学
報
』

一
九
八
七
年
四
期
)

⑩
察
育
曙

｢鍾
喋
的
〝

滋
味
〃
説
｣
(『雲
南
民
族
学
院
学
報
』

1
九
八
七

年
二
期
)

⑲
李
天
道

｢
〝
滋
味
〃

輿

〝
興
象
〃

‥
《
詩
品
》
《
河
岳
英
蛋
集
》
沿

革
比
較
研
究

｣
(『青
海
師

範
大
挙
学
報
』

一
九
八
九
年

一
期
)

⑭
韓
進
廉

｢妨
干
味
而
可
以
言
詩
也

‥
許
鍾
喋

〝
滋
味
〃

説
的
審
美

債
値
｣
(『河
北
師
範
大
学
学
報
』
杜
科
版
1
九
九
〇

年

1
期
)

⑯
李

艇

｢論
鍾
嘆
的
詩
歌
批
評
標
準
-
乗

〃
滋
味
説
〃
｣
(『暗
什
師

範
学
院
学
報
』

一
九
九
〇
年
四
期
)

⑯
安
中
育

｢〝
滋
味
〃

解
説
｣
(『文
史
哲
』

l
九
九
1
年

1
期
)

こ
れ
ら
の
諸
論
文
は
､
共
通
し
て
､
鍾
燦
は

｢批
評
的
美
挙
標
準
｣
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及
び

｢創
作
的
美
学
原
則
｣
(上
記
⑨
の
陳
建
森
論
文
)
の
中
核
的
理
論

と
し
て

｢
滋
味
課
｣
を
提
出
し
て
い
る
と
見
倣
し
､
そ
の
滴
義
を
分

析
検
討
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
鍾
喋
は
､
『詩
品
』
中
に
於
い
て
､

果
た
し
て
木
骨
に
評
詩
の
規
準
及
び
詩
作
の
原
則
と
し
て
｢滋
味
説
｣

な
る
も
の
を
開
陳
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
よ
う
な
重
要
且

つ
基
本
的
な
問
題
に
関
し
て
は
'
言
う
ま
で
も
な
-
憤
重
な
検
討
が

是
非
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
中
国
の
研
究
者
は
､

そ
れ
は
自
明
の
こ
と
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
､
詩
品
序
の

｢
五
言

ヽ
ヽ

居
文
詞
之
要
､
是
衆
作
之
有
滋
味
者
也
｣
･
｢宏
斯
三
義
､
酌
而
用
之
､

ヽ
ヽ

幹
之
以
風
力
､
潤
之
以
丹
彩
､
使
味
之
者
無
極
､
聞
之
者
動
心
へ
是

ヽ
ヽ

詩
之
至
也
｣
･
｢千
時
篇
什
､
理
遇
其
辞
､
淡
乎
寡
味
｣
や
詩
許
中
の

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

｢詞
彩
葱
苛
､
音
韻
鍵
餅
､
使
人
味
之
､
竪
琴
不
倦
｣
(張
協
候
)
･
｢至

ヽ
ヽ

於
済
済
今
日
所
､
華
廉
可
視
味
蔦
｣
(麿
壌
保
)
と
い
う

｢味
｣
字
を

含
む
事
例
を
畢
げ
る
の
み
で
､
｢滋
味
説
｣
の
存
在
に
関
し
て
は
､
論

語
は
お
ろ
か
､
ほ
と
ん
ど
な
ん
ら
の
検
討
も
加
え
て
い
な
い
｡
こ
の

種
の
重
要
問
題
を
等
閑
に
し
た
ま
ま
､
敢
え
て

｢滋
味
｣
の
滴
義
を

分
析
検
討
し
て
い
る
中
国
の

『詩
品
』
研
究
の
現
状
は
､
我
々
に
と

っ
て
甚
だ
奇
異
な
感
じ
が
す
る
｡

給

介

元
来
､

一
九
五
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
羅
根
津
氏
の

『
中
国
文
学
批

評
史
』
(上
海
古
典
文
学
出
版
社
)
に
於
い
て
'
既
に
､
鍾
嘆
が

『詩
品
』

中
に
提
唱
し
て
い
る
重
要
事
項
の
一
つ
と
し
て
､
確
か
に

｢詩
的
滋

味
｣
な
る
も
の
を
挙
げ
て
は
い
る
｡
し
か
し
､
こ
こ
で
は
な
お

｢滋

味
｣
を
必
ず
し
も
中
核
的
な
許
詩
の
規
準
や
詩
作
の
原
則
な
ど
と
は

規
定
し
て
い
な
い
｡
羅
氏
は

｢他
所
謂

〝
滋
味
〃
､
維
然
近
干
神
秘
'

但
也
不
遇
是
用

一
種
曲
筆
寓
言
､
便
有
文
字
以
上
的
意
味
而
己
｣
と

述
べ
る
に
と
ど
め
､

｢滋
味
｣
を
む
し
ろ
比
較
的
軽
い
'
中
核
的
な

ら
ざ
る
提
唱
と
見
倣
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
'

一
九
六
三
年
の
呉
調
公
論
文
に
至
っ
て
は
､
革
に
詩
品
序
の

｢夫
四

言
文
約
意
鹿
､
取
致
風
騒
､
便
可
多
得
｡
毎
苦
文
繁
意
少
､
故
世
等

習
蔦
O
五
言
居
文
詞
之
要
､
是
衆
作
之
有
滋
味
著
也
｡
故
脅
於
流
俗
O

山豆
不
以
指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
､
最
為
詳
切
者
邪
.
｣
と
い
う
部
分

を
畢
げ
る
だ
け
で
､
ほ
と
ん
ど
論
語
ら
し
き
も
の
も
な
い
ま
ま
､
戦

闘
的
な
詩
歌
評
論
で
あ
る

『
詩
品
』
の
中
核
的

｢美
学
理
想
｣
は
'

｢詩
味
｣
で
あ
る
と
規
定
し
た
上
で
､
｢詩
味
｣
は

『詩
品
』
に
於
け

る

｢具
鮭
的
審
美
標
準
｣
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
と
断
定
し
､
具

鰹
的
に

｢詩
味
｣
の
滴
義
の
分
析

へ
と
論
を
進
め
て
い
る
｡
県
民
が
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畢
げ
た
詩
品
序
の
文
は
､

常
世
､
四
言
詩
に
習
熟
す
る
者
は
き
わ
め

て
少
な
い
の
に
対
し
､
五
言
詩
は
､
文
学
の
枢
要
の
地
位
を
占
め
､

諸
形
式
の
う
ち
で
最
も

｢滋
味
｣
有
る
も
の
故
､
世
間

一
般
に
適
合

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
だ
か
ら
､
簡

潔
に
言
え
ば
､
こ
の
文
は
五
言
詩
が
四
言
詩
に
比
し
て
優
位
に
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
､
決
し
て

｢詩
味
｣
の
重
要
性
に
つ
い
て
説

明
し
た
も
の
で
は
な
い
｡
ま
し
て
や

｢滋
味
説
｣
を
提
唱
し
て
い
る

よ
う
な
文
だ
と
判
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
｡
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
､
呉
氏
は
､
や
や
強
引
に
こ
の
文
を
根
操

に
鍾
喋

の

｢美
学
理
想
｣
は

｢諸
味
説
｣
で
あ
る
と
断
定
し
､
そ
の

｢詩
味
｣

の
異
腹
的
内
容
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
る
｡

鍾
喋
が

『詩
品
』
中
に
於
い
て

｢詩
味
課
｣
な
る
も
の
を
意
識
的

に
提
唱
し
て
い
る
こ
と
が
文
脈
上
明
白
な
場
合
な
ら
､
県
民
の
方
法

も
合
理
的
と
言
え
よ
う
が
､
そ
う
で
な
い
場
合
は
､
普
然
､
先
ず

『詩

品
』
に
於
け
る

｢詩
味
説
｣
が
ど
う
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
か

を
明
確
に
分
析
し
て
､
そ
の
存
在
を
資
謹
し
て
お
-
こ
と
が
必
須
で

あ
ろ
う
｡
具
膿
的
に
は
､
『詩
品
』
の
上

･
中

･
下
品
に
見
え
る
各
詩

評
を
丁
寧
に
分
析
し
､
そ
こ
か
ら

｢滋
味
説
｣
の
存
在
を
節
約
す
る

よ
う
な
方
法
が
望
ま
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
臭
氏
の
み
な
ら
ず
､
上
記

の
諸
論
文
は
す
べ
て
こ
の
鮎
が
敏
落
し
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'
李
俸

龍
論
文
は
､
わ
ざ
わ
ざ

｢
〃
滋
味
〃

説
的
創
立
｣
と
い
う

一
節
を
設

け
て
い
る
の
で
､
必
ず
や
諭
詔
が

あ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
読
ん
で

み
る
と
､
育
代
か
ら
轡
梁
代
に
か
け
て
､
玄
言
詩
や
用
事
過
多
の
詩
､

聾
律
拘
泥
の
詩
な
ど
､
詩
味
に
乏
し
い
詩
が
横
行
し
た
時
代
状
況
を

概
観
し
た
後
､
典
氏
と
同
様

､軍
に
詩
品
序
の
｢衆
作
之
有
滋
味
者
｣

の
箇
所
を
挙
げ
る
だ
け
で
､
直
ち
に

｢滋
味
｣
を
許
詩
の
主
要
規
準

と
断
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
o
詩
味
に
乏
し
い
奔
梁
の
詩
風
に
反
封

し
て
書
か
れ
た
『詩
品
』
は
､
皆
然
､
豊
か
な
詩
味
つ
ま
-

｢滋
味
｣

を
規
準
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と
の
先
入
観
が
潜
在
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
｡

以
上
種
々
不
良
的
創
作
傾
向
､
表
現
形
式
錐
然
不
同
､
但
有

一

箇
共
同
特
鮎
､
就
是
li]僧
所
産
生
的
作
品
､
都
鉄
乏
活
生
生
的
聾

術
形
象
､
妖
少
甚
至
投
石
詩
味
｡
鍾
喋
的

《
詩
品
》
､
堆
然
是
提

侶
五
言
詩
的
､
但
他
正
是
在
這

一
基
礎
上
提
出

〃
滋
味
〃

説
的
‥

〝
五
言
居
文
詞
之
要
､
是
衆
作
之
有
滋
味
老
也
｡〃

但
鍾
喋

的

〝
滋

味
〃

説
却
又
不
僅
限
干
提
侶
五
言
､
而
且
還
把
〝

滋
味
〃

作
為
評
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詩
的

l
箇
主
要
標
準
O
(上
記
④
の
｢論
鍾
塵
的
〝

滋

味
″

説
｣)

も
し
､
鍾
喋
が

『詩
品
』
に
於
い
て

｢滋
味
説
｣
を
提
唱
し
､
評

詩
の
規
準
に
し
て
い
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
､
詩
品
序
の

｢衆
作
之

有
滋
味
者
｣
と
い
う
表
現
だ
け
で
は
と
て
も

｢滋
味
説
｣
の
存
在
を

安
置
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
､
李
氏
は
､
貴
際
に
上
､
中
､

下
品
の
許
文
中
の
表
現
か
ら
､
鍾
喋
は
具
鮭
的
に
ど
こ
で
ど
の
よ
う

に

｢滋
味
説
｣
を
展
開
し
て
い
る
か
を
明
白
に
し
､
｢滋
味
説
｣
の
安

在
を
節
約
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
れ
は
自
明
の
こ
と
と

し
て
等
閑
に
さ
れ
､
そ
の
ま
ま

｢″
滋
味
〃

的
含
義
｣
へ
と
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
､

一
九
八

〇
年
代

の
す
べ
て
の

｢滋
味
説
｣

関
連
の
論
文
に
於
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
結
局
の
と
こ

ろ
､
こ
の
十
年
間
､
『詩
品
』
に
お
け
る
滋
味
説
の
存
在
そ
の
も
の
の

検
討
は
ま
っ
た
-
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
｡

中
国
の

『詩
品
』
研
究
者
に
と
っ
て
は
､
滋
味
説
の
存
在
は
自
明
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
関
心
は
す
で
に

｢何
が
滋
味
か
(甚
磨
是
滋

咲
)｣
(上
記
⑭
薬
育
曙
論
文
)
｢
ど
の
よ
う
な
作
品
に
滋
味
が
あ
る
の
か

(甚
磨
様
的
作
品
才
有

〝
滋
味
″
-
)
｣
(上
記
⑨
陳
建
森
論
文
)
と
い
う
問

題
に
完
全
に
移
っ
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
状
態
の
ま
ま
で

紹

介

あ
れ
ば
'
『詩
晶
』
に
於
け
る

｢滋
味
｣
の
存
在
の
問
題
は
ず

っ
と
検

討
ざ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
強
い
｡
た
だ
､
ご

-
最
近
､
暗
什
の
李
艇
氏
が

｢論
鍾
嘆
的
詩
歌
批
評
標
準
-
乗

〃
滋

味
説
〃
｣
に
お
い
て
簡
略
な
が
ら

｢滋
味
説
｣
を
否
定
す
る
見
解
を
述

べ
て
お

ら
れ
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
に
封
す
る
反
響
は
ほ
と
ん
ど
な
-
､

お
そ
ら
-
ま
と
も
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
､
そ
の
後

も
相
襲
わ
ら
ず
､
妻
中
音
｢
〝
滋
味
〃

解
説
｣
の
如
き
論
文
が
書
か
れ
､

｢滋
味
説
｣
の
存
在
の
究
明
を
等
閑

に
し
た
ま
ま
の
､
馨
態
依
然
と

し
た

｢滋
味
｣
の
究
明
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
こ
の
現
状
を
見
る
に
つ

け
､
中
国
の

『詩
品
』
研
究
者
に
封
し
て
､
で
き
る
だ
け
早
-
'
こ

の
問
題
を
検
討
し
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
次
第
で
あ
る
｡

こ
の

｢何
が
滋
味
か
｣
｢ど
の
よ
う
な
作
品
に
滋
味
が
あ
る
の
か
｣

と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
､
上
記

の
陳
建
森
氏
は
､
な
お

｢徒
乗
の
研
究
者
の
観
鮎
は
末
だ
統

1
さ
れ
て
い
な
い
(歴
束
的
研
究

老
親
鮎
遠
未
統
一
)｣
(⑨

｢鍾
喋
的
美
挙
思
想
-

″
滋
味
″

｣)と
述
べ
､
そ

の
考
察
に
努
め
て
い
る
が
､
上
記
の
各
論
文
を
見
る
限
-
､
そ
の
表

現
や
構
成
及
び
細
部
の
解
樺
な
ど
に
多
少
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の

の
､
中
核
的
な
観
鮎
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
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え
る
｡
そ
こ
で
､

次
に
こ
の
共
通
し
た
中
核
的
な
親
鮎
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
｡

二
㌧
『滋
味
説
』
関
連
論
文
に
見
え
る
共
通
し
た
観
鮎

元
来
､
学
術
研
究
と
い
う
も
の
は
､
た
と
え
小
さ
な
問
題
で
あ
れ
､

新
し
い
顎
兄
を
目
指
し
て
こ
そ
､
進
展
が
望
め
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
｡
同
じ
よ
う
な
結
論
を
幾
つ
積
み
重
ね
て
み
て
も
学
術
の
進
展
は

望
め
な
い
｡
と
-
わ
け
'
近
年
に
お
い
て
は
､
学
術
論
文
が
飛
躍
的

に
多
岐
多
様
と
な
-
､
量
的
に
も
埼
大
し
結
け
て
い
る
の
で
'
過
去

現
在
の
詳
細
な
研
究
成
果
を
知
-
､
そ
の
成
果
の
上
に
新
し
い
研
究

を
積
み
上
げ
､
よ
-

一
層
の
進
展
を
期
す
こ
と
が
是
非
必
要
で
あ
る
｡

そ
の
日
的
か
ら
で
あ
ろ
う
､
最
近
､
学
術
書
や
論
文
に
関
す
る
目
録

･
索
引
の
刊
行
が
と
み
に
増
加
し
て
い
る
｡

し
か
し
､
中
開
は
国
土
が
虞
大
で
あ
-
､
各
省
間
の
学
術
滑
息
が

緊
密
に
連
携
さ
れ
て
い
な
い
所
為
か
'
あ
る
い
は
な
お
文
人
相
軽
ん

ず
る
俸
銃
が
生
き
て
い
る
所
為
か
､
理
由
は
定
か
で
な
い
が
､各
研
究

者
は
互
い
に
関
連
す
る
他
の
論
文
を
ほ
と
ん
ど
参
考
に
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
｡
現
在
の
中
国
に
は
､
そ

う
し
た
疑
念
を
抱
か
せ
る
ほ
ど
に
､
相
似
し
た
結
論
の
論
文
が
多
い
｡

『
詩
品
』
研
究
者
に
封
し
て
も
､
曹
然
､
従
前
の
成
果
を
知
悉
し
､

屋
上
に
星
を
重
ね
る
愚
挙
を
避
け
､
現
在
ま
で
の
成
果
の
上
に
立

っ

て
､
よ
-
高
い
次
元
に
進
み
､
新
し
い
顎
見
に
努
め
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
｡

し
か
し
､
貴
際
に
は
､
『詩
品
』
の
論
文
に
お
い
て
も
､

多
少
の
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
､
や
は
-
ほ
と
ん
ど
相
似
し
た
結

論
を
出
し
て
い
る
場
合
が
多
い
｡
上
記
の

『
滋
味
説
』
関
係
の
論
文

に
も
､
ま
た
幾
つ
か
の
相
似
し
た
結
論
が
見
ら
れ
る
｡
こ
の
結
論
に

と
-
に
誤
解
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
､
後
学
者
が
幾
篇
も

の
同
じ
よ
う
な
結
論
の
論
文
を
謹
む
こ
と
は
ま
っ
た
-
不
経
済
な
こ

と
で
あ
-
'
延
い
て
は
そ
の
分
野
の
停
滞
や
混
乱
を
招
-
お
そ
れ
す

ら
あ
る
の
で
､
こ
の
際
､
き
ち
ん
と
整
理
し
､
今
後
ど
の
鮎
に
重
鮎

を
置
い
て
究
明
す
べ
き
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

以
下
､

こ
の
鮎
に
留
意
し
っ
つ
'
『
滋
味
説
』
に
関
す
る
論
文
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
幾

つ
か
の
結
論
に
つ
い
て
整
理
､
検
討
し
､
併

せ
て
主
な
二
､
三
の
論
文
の
内
容
を
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
｡

先
ず
第

一
に
､
｢滋
味
説
｣
関
連
論
文
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
､

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
を
滋
味
の
根
本
と
す
る
観
鮎
で
あ
る
｡
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こ
れ
は
､
一
九
五
七
年
の
羅
根
津

『中
国
文
筆
批
評
史
』
に
既
に
｢忠

様
才
能
有
〝
滋
味
〃
～
他
説
五
言
詩
的
所
以
有
滋
味
､
〃
蓋
不
以
指
事

造
形
'
窮
情
寓
物
､
最
篤
詳
切
者
邪
～
〃
｣
と
見
え
る
観
鮎
を
鮭
承
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
呉
調
公
以
下
の
各
論
文
は
､
羅
氏
の
こ
の
見

解
を
勝
手
に

｢滋
味
説
｣
の
根
本
を
述
べ
た
も
の
と
蹟
大
解
辞
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
詩
品
序
の

｢豊
不
以
指
事
造
形
､
窮
情
寓

物
､
最
烏
詳
切
者
邪
｣
と
い
う
部
分
は
､
五
言
詩
が

｢文
節
｣
の
枢

要
の
地
位
を
占
め
､
衆
作
中
の

｢滋
味
｣
有
る
存
在
と
な
-
､
つ
い

に
｢流
俗
｣
に
脅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
､
五
言
詩
が

｢事

を
指
し
形
を
造
-
､
情
を
窮
め
物
を
寓
す
｣
こ
と
に
お
い
て
最
も
適

切
な
保
件
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
に
他
な
ら
な

い
｡
つ
ま
-
こ
れ
は
五
言
詩
が
な
ぜ

｢文
辞
｣
の
枢
要
を
占
め
､
｢衆

作

｣
の
滋
味
有
る
存
在
で
あ
-
得
た
か
と
い
-
理
由
を
説
明
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
､
決
し
て
詩
の

｢滋
味
｣
そ
の
も
の
に
つ
い
て
直
接

説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
｡
そ
れ
故
､
羅
氏
は
と
-
に

｢
五
言
詩
の

ヽ
ヽ

滋
味
有
る
所
以
は
｣
と
断
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
-
｡
と
こ
ろ
が
､

こ
れ
を
鰹
承
し
た
各
研
究
者
は
何
の
考
鐙
や
説
明
も
な
-
､
直
ち
に

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
を

｢滋
味
｣
の
根
本
と
断
定
し
､
そ
の

紹

介

滴
義
の
分
析
に
移
っ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
､
丁
捷
氏
の
如
き
は

｢指

事
造
形
､
窮
情
寓
物
-
鍾
燦

《
詩
品
》
的
〝

滋
味
〃

｣
と
い
-
標
題

の
下
に
､

鍾
喋
論
詩
､
提
侶
〝

滋
味
″

説
.
他
認
馬
詩
歌
艦
首
有
〝

滋
味
〃
､

〝

使
人
味
之
'
重
要
不
倦
〃'
〝
使
味
之
者
無
極
､
聞
之
者
動
心
〃
､

才
是
詩
歌
最
高
的
境
界
､
〝

是
詩
之
至
也
〃｡

詩
的

〃
滋
味
〃

是
什
久
～
鍾
喋
在

《
詩
品

･
序
》
中
説
‥

〝
指

事
造
形
､
窮
情
寓

物
〃
'
〝
文
己
壷
而
意
有
飴
〃

是
詩
歌

〝
滋
味
〃

的
根
本
特
徴
｡

と
述
べ
る
だ
け
で
､
す
ぐ
に

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
の
滴
義
の

ヽ
ヽ

分
析
に
進
ん
で
い
る
o
T
氏
は
羅
氏
の

｢
五
言
詩
の
滋
味
有
る
所
以

は
｣
と
い
う
表
現
を
無
親
し
､
自
ら

｢詩
の
滋
味
と
は
何
か
｣
と
い

-
質
問
を
設
定
し
て
､
直
接
､
｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
と

｢文
己

壷
而
意
有
飴
｣
と
が
詩
歌
の

｢滋
味
｣
の
根
本
的
特
徴
で
あ
る
と
答

え
て
い
る
の
で
あ
る
｡

い
っ
た
い
'
｢豊
不
以
指
事
造
形
､
窮
情
寓

物
､
最
馬
詳
切
者
邪
｣
と

い
う
､

五
言
詩
の
特
性
を
述
べ
た
表
現
を
'

何
の
分
析
検
討
も
な
-
､
詩
の
滋
味
を
構
成
す
る
根
本
要
素
と
断
定

し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
｡
甚
だ
奇
異
な
感
じ
を
受
け
る
が
､
既
に
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多
-
の

『
詩
品
』
関
連
の
論
文
を
著
し
て
い
る
蒋
租
惰
氏
で
す
ら
や

は
り
何
の
懸
念
も
な
-

｢他
(鍾
膜
を
指
す
)
解
樺

〝
滋
味
〃

〃
是
指
事

造
形
'
窮
情
寓
物
'
最
馬
詳
切
〃｣
(｢鍾
燦
的

〝
滋
味
説
″
封

我
国
詩
歌

費
展
的
作
用
｣)
と
断
定
的
に
述
べ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
各
論
文
が

み
な
同
じ
よ
う
に
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
､
あ
る
い
は
中

国
の
研
究
者
に
と
っ
て
'
こ
れ
は
自
明
の
こ
と
な
の
で
､
意
識
的
に

説
明
を
省
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
｡
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
､

現
在
､
既
に

『詩
品
』
は
中
国
だ
け
の
文
化
遺
産
で
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
､
中
国
の
研
究
者
は
､
普
然
､
世
界
各
国
の
人
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
多
-
の
物
事
が
世
界
化
し
て
き

て
い
る
今
日
､
文
学
研
究
に
於
い
て
も
､
曹
然
､
世
界
に
通
用
す
る

普
遍
性
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
､
自
図
人
の
み
に
し
か
理
解
で
き

な
い
よ
-
な
閉
銭
的
な
感
覚
に
操
る
研
究
は
決
し
て
許
容
さ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
｡

第
二
の
共
通
鮎
と
し
て
､
各
論
文
に
は
､
詩
作
に
興

･
比

｡
賦
三

義
の
手
法
を
酎
酌
し
て
採
用
す
る
こ
と
及
び

〃
風
力
〃

と

〝
丹
彩
〃

と
を
融
合
統

一
し
て
持
た
し
め
る
こ
と
が

｢滋
味
｣
を

構
成
す
る
二

要
素
で
あ
る
と
す
る
観
鮎
が
見
ら
れ
る
｡

こ
れ
は
､

｢指
事
造
形
､

窮
情
寓
物
｣
に
梧
-
､
下
記
の
詩
品
序
の
表
現
に
基
づ
い
て
分
析
さ

れ
た
見
方
で
あ
る
｡

故
詩
有
三
義
蔦
｡

一
日
興
｡
二
日
比
｡
三
日
賦
｡
文
己
轟
而
意

有
飴
､
興
也
｡
困
物
喰
志
､
比
也
｡
直
書
其
事
､
寓
言
寓
物
'
賦

也
｡
宏
斯
三
義
､
酌
而
用
之
｡
幹
之
以
風
力
､
潤
之
以
丹
彩
､
使

味
之
者
無
極
'
聞
之
者
動
心
O
是
詩
之
至
也
｡

文
脈
上
か
ら
､
こ
こ
に
畢
げ
ら
れ
て
い
る
二
要
素
が
優
れ
た
詩
歌

創
作
の
原
理
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
｡
し
か

し
､
鍾
燦
は
決
し
て
こ
こ
で

｢詩
之
至

(至
上
の
詩
)｣
の
創
作
原
理

と
し
て
'
｢之
を
味
わ
う
者
を
し
て
極
ま
-
無
し
｣
と
い
う
こ
と
を
中

核
に
据
え
て
､
｢滋
味
説
｣
を
提
唱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
鍾
喋

は
こ
こ
で
は
､
｢興

･
比

･
賦
の
三
義
を
宏
め
､
適
宜
掛
酌
し
て
用
い
'

『
風
力
』
を
根
幹
と
し
､
『
丹
彩
』
に
よ
っ
て
潤
浮
を
加
え
た
詩
は
'

味
わ
う
者
に
限
-
な
き
妙
味
を
感
じ
さ
せ
､
聞
-
者
に
心
を
感
動
に

う
ち
ふ
る
え
さ
せ
る
｡
こ
う
い
う
詩
こ
そ
が
至
上
の
傑
作
な
の
で
あ

る
｡｣
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
だ
か
ら
こ
の
｢使
味
之
者
無
極
｣

と
い
う
表
現
は
､
封
句
を
な
す

｢聞
之
者
動
心
｣
と
同
様
､
明
ら
か

に
詩
の
創
作
原
理
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
-
､
優
れ
た
詩
が
鑑
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賞
者

･
享
受
者
に
も
た
ら
す
教
具
を
述
べ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
｡

と
こ
ろ
が
､
た
と
え
ば
､
察
育
曙
の
｢鍾
嘆
的

〃
滋
味
〃

説
｣
で
は
､

何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
､
｢使
味
之
者
無
極
｣
と
い
う
表
現

は
､
直
接

｢滋
味
説
｣
を
提
唱
し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
､
｢掛
酌
採
用
興
'

比
'
賦
｣
と

｢幹
之
以
風
力
､
潤
之
丹
彩
｣
と
い
う
二
要
素
は
常
然

の
如
-

｢滋
味
｣
を
創
造
す
る
原
理
そ
の
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
結
果
､
｢興

･
比

･
賦
｣
及
び

｢風
力
｣
と

｢丹
彩
｣
の
分
析
に

力
が
傾
注
さ
れ
､
｢滋
味
｣
と
の
関
係
の
検
討
が
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
曹
旭
氏
が
滋
味
説
の
主
要
論
文
に
挙
げ
る
高
起
撃
の

｢談
談

鍾
燦
的
詩
味
読
｣

も
､
順
序
を
少
し
か
え
て
い
る
も
の
の
､
詩
味
説

を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
､
三
義
の
酌
用
に
よ
る

｢指
事
造
形
'
窮

情
寓
物
｣
と

｢風
力
｣
と

｢丹
彩
｣
の
融
合
を
奉
げ
､
こ
の

｢詩
味
｣

の
主
張
は
各
詩
評
資
践
に
お
い
て
確
か
に
貫
か
れ
て
い
る
と
断
定
し

て
い
る
｡
郁
源
の

｢鍾
喋

《
詩
品
》
〝
滋
味
〃

解
｣

に
至
っ
て
は
､
更

に
踏
み
こ
ん
で
'
鍾
嘆
は
上
記
の
詩
品
序
中

に
お
い
て
草
に

｢滋
味

説
｣
を
提
出
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
'
｢滋
味
詮
｣
の
構
成
と
由
来
を

論
述
し
､
｢滋
味
説
｣
を
中
心
と
し
た
創
作
理
論
を
形
成
し
て
い
る
と

説
明
し
て
い
る
｡

紹

介

鍾
蝶
徒
文
学
進
化
的
歴
史
観
出
顎
､
認
薦
五
言
詩
在
形
式
上
比

四
言
霊
活
､
更
能
自
由
地
表
達
思
想
感
情
､
生
動
具
鮭
地
措
寓
事

物
'
所
以
〃

是
衆
作
之
有
滋
味
者
也
〃
｡

鍾
嘆
不
但
提
出
了

〃
滋

味
〃

説
､
而
且
論
速
了

〝
滋
味
〃

説
的
構
成
和
由
来
､
形
成
了
以

〟滋
味
〃

説
薦
中
心
的
創
作
理
論
.

概
括
起
来
'
主
要
有
三
箇
方
面
.

第

一
簡

方
面
､
便
是

〝
指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
〃

(
中
略
)
運
用
賦
､

比
､
興
的
蛮
術
手
法
､
是
詩
歌
〝
滋
味
〃

的
第

二
万
両
国
素
｡

(中
略
)

〝
風
力
〃

興
〝
丹
彩
〃

的
統

一
､

是
構
成
詩
歌

〝
滋
味
〃

的
第
三
方
面
困
素
｡

こ
れ
ら
は
す
べ
て
'
呉
調
公
民
の
論
文
の
傾
向
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
-
､
基
本
的
に
は
ー
互
い
に
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
｡

以
上
に
述
べ
た

｢指
事
造
形
'
窮
情
寓
物
｣
｢宏
斯
三
義
､
酌
而

用
之
｣

｢幹
之
以
風
力
､
澗
之
以
丹
彩
｣

と
い
う
三
要
素
が
鍾
喋
の

重
要
な
創
作
理
論
あ
る
い
は
批
評
原
理
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
､
す
べ
て
の

『詩
品
』
研
究
者
の
公
認
す
る
と
こ
ろ

ヽ
ヽ

で
あ
-
､
疑
問
の
隣
地
は
な
い
が
'
こ
れ
ら
を
直
接

｢滋
味
｣
の
構

成
要
素
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
､
上
述
の
と
お
-
､
大
い
に
疑
問

が
あ
る
｡
中
国
の

『詩
晶
』
研
究
に
お
い
て
は
､
せ
っ
か
-
熱
意
を
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持

っ
て
滋
味
説
の
分
析
検
討
を
進
め
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

こ
の
よ
う
な
重
要
問
題
の
検
討
を
等
閑
に
し
て
い
る
の
は
非
常
に
遺

憾
な
こ
と
で
あ
る
｡
今
後
､
是
非
､
も
う

一
度

｢滋
味
｣
と
の
関
連

を
考
察
し
直
し
て
も
ら
い
た
い
｡

一
万
㌧
日
本
及
び
韓
国
の
『詩
晶
』
研
究
は
､
｢滋
味
｣
に
封
し
て

は
非
常
に
そ
っ
け
な
-
､
た
と
え
ば
'
高
木
正

一
氏

『
鍾
喋
詩
品
』

(
一
九
七
八
年
東
海
大
撃
出
版
脅
)
に

｢『滋
味
』
は
､
う
ま
い
味
わ
い
｡

そ
の
用
例
は
､
『穫
記
』
の
月
令
筈
に
､
『滋
味
を
薄
-
し
､
和
を
致

す
莫
し
』
､
王
褒
の
『
聖
主
賢
臣
を
得
る
の
頒
』
に
『費
を
菜
に
し
根

を
拾
う
者
は
､
輿
に
太
平
の
滋
味
を
論
ず
る
に
足
ら
ず
』
な
ど
と
見

え
る
｣
(六
六
頁
)
と
あ
る
如
-
､
す
べ
て
軍
に
意
味

･
用
例
を
述
べ

て
い
る
だ
け
で
､
｢滋
味
説
｣
に
言
及
す
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
｡

直
接
的
な
言
明
は
避
け
て
い
る
も
の
の
'
日
本
及
び
韓
園
の
研
究
者

は
'
ど
う
や
ら

｢滋
味
説
｣
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
｡
い
ま
､
素
直
に

『詩
品
』
を
見
る
か
ぎ
-
､
決
し
て

｢滋
味
｣

を
中
核
と
し
た
創
作
原
理
や
批
評
理
論
が
意
固
的
に
構
築
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
｡
し
か
し
､
『
詩
品
』
中
に
は
､
た
と
え
ば

｢千
時
篇
什
､
理
過
其
辞
'
淡
乎
寡
味
｣
(詩
品
序
)
･
｢至
於
済
済
今

日
所
､
華
廉
可
調
味
蔦
｣
(艦
頭
候
)
の
如
-
､
明
ら
か
に
詩
の
｢味
｣

に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
鍾
燦

が
寛
際
の
評
詩
に
際
し
て

｢詩
味
｣
と
い
う
概
念
を
導
入
し
て
い
た

こ
と
は
確
資
で
あ
ろ
-
｡
そ
れ
故
､
『詩
品
』
中
に
お
い
て
､
鍾
喋

は

｢詩
味
｣
を
ど
の
よ
う
な
形
で
表
現
し
､
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
た
か
と
い
う
問
題
を
究
明
す
る
こ
と
は
､
是
非
必
要
な
こ
と
で
あ

る
｡
ま
た
､
『詩
晶
』
中
の

｢詩
味
｣
と
い
う
概
念
は
､
唐
の
司
空

圏
の

｢排
味
説
｣
､
末
の
厳
君
の

｢興
趣
説
｣
'
朱
の
楊
寓
里
の

｢風

味
説
｣
､
清
の
王
士
両
の

｢紳
寵
説
｣
､
王
国
経
の

｢境
界
説
｣
等
に

影
響
を
輿
え
て
い
る
と
い
う
文
学
史
上
の
問
題
鮎
か
ら
言
っ
て
も
､

そ
の
資
態
を
明
確
に
し
て
お
-
必
要
性
が
あ
ろ
う
｡
そ
の
鮎
､
日
本

や
韓
国
の
研
究
の
よ
う
に
ま
っ
た
-

｢諸
味
｣
に
つ
い
て
言
及
し
な

い
と
い
う
姿
勢
は
､
明
ら
か
に

『
詩
品
』
研
究
と
し
て
甚
だ
不
十
分

で
あ
-
､
大
き
な
敏
落
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
､

中
国
の

『詩
品
』
研
究
は
､
鍾
嘆
が

｢滋
味
説
｣
を
中
核
と
し
た
理

論
を
構
築
し
て
い
る
と
い
-
結
論
に
や
や
行
き
過
ぎ
が
あ
-
は
す
る

も
の
の
､
飯
に
%
'撃
に

｢滋
味
｣
乃
至

｢詩
味
｣
の
究
明
を
資
践
し

て
き
て
い
る
だ
け
に
､
日
本
や
韓
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
､
特
に
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学
ぶ
べ
き
鮎
が
多
い
｡

三
､
｢滋
味
｣
乃
至

｢詩
味
｣
の
滴
義
に
つ
い
て

呉
詞
公
氏
は
､
｢課
詩
味
｣
中
の

｢
二
､
鍾
燦
的
美
学
理
想
-
請

味
｣
に
お
い
て
'
ま
ず
鍾
喋
の

｢詩
味
｣
の
第

一
の
特
徴
は

｢指
事

造
形
｣
､
第
二
の
特
徴
は
'
｢窮
情
寓
物
｣
で
あ
る
と
し
た
上
で
､
｢指

事
造
形
｣
と
は
的
確
に
事
物
の
状
貌
を
描
寓
す
る
こ
と
､
｢窮
情
寓

物
｣
と
は
事
物
の
措
寓
に
よ
っ
て
感
情
を
拝
章
す
る
こ
と
で
あ
る
と

解
樺
し
て
い
る
｡
ま
た
'
｢指
事
｣
に
は

｢直
書
其
事
'
寓
言
寓
物
｣

の
意
味
が
あ
-
'
比
較
的
鍾
喋
の
言
う
と
こ
ろ
の

｢賦
｣
の
作
法
に

近
-
､
｢窮
情
寓
物
｣
の
目
的
は

｢情
を
物
に
融
合
し
､
物
に
借
-
て

情
を
掃
ぺ
る
｣
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
解
樺

に
至
る
分
析

･
考
護
と
し
て
､
呉
氏
は
単
に
鍾
燦
が
自
然
の
景
物
を

精
細
に
観
察
'
描
寓
し
た
謝
塞
運
を
賛
美
し
､
そ
の
優
鮎
は

｢巧
似
｣

に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
詩
人
の
感
興
は
外
物
の
刺
激
に
出
源

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
､
甚
だ
不
十
分
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
､
こ
の
解
樺
は
誤
解
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
､
次
の
よ
う
に
鮭
承
さ
れ
､
基
本
的
に
は

紹

介

現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
襲
更
さ
れ
て
い
な
い
｡

高
起
筆
論
文

(
一
九
八
〇
年
)
-

〝
指
事
造
形
〃

是
指
准
確
地
叙
述

客
観
事
物
｡
〃

窮
情
寓
物
〃

就
是
要
狽
好
地

捕
縛
自
己
封
生
活

的
感
受
､
深
刻
地
行
李
思
想

感
情
o

郁
源
論
文

(
1
九
八
三
年
)-
所
謂
〝
指
事
造
形
〃

就
是
准
確
地
措

給
事
物
的
状
貌

其

(指

〝
窮
情
寓
物
″
)

意
思
是

-
封
具
鰹
的
形

象
措
緯
要
興
主
観
情
感
的
掃
襲
相

一
致
'
而
情
感
的
行
軍
也
不

能
離
開
封
事
物
的
形
象
措
縛
､
借
物
拝
情
'
敵
情

干
景
､
達
到

主
客
観
的
統

一
｡

斉
魯
青
論
文

(
一
九
八
五
年
)
I

〝
指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
〃

具
有

雨
箇
層
次
的
意
義
'
其

一
是
造
形
､
英
二
是
窮
情
｡
造
形

封
客

観
事
物
的
具
鮭
形
象
的
嚢
術
措
給
…
窮
情
是
通
過
鮮
明
生
動
的

垂
術
形
象
来
拝
讃
詩
人
的
内
在
情
懐
｡

葉
育
曙
論
文

(
1
九
八
七
年
)
-

〝
指
事
造
形
〃

意
為
作
家
滞
自
己

研
磨
所
感
所
見
的
事
情
和
物
象
叙
述
描
摸
出

来
､
以
構
造
文
学

蛮
術
形
象

〝
窮
情
寓
物
〃

則
是
重
情
O
要
求
婿
情
感
融
握
手
所

措
給
的
物
象
､
又
以
物
象

馬
媒
介
来
行
軍
情
感
｡

韓
進
廉
論
文

(
1
九
九
〇
年
)
-

〝
指
事
造
形
〃
､
指
准
確
地
刻
蓋
事
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中
国
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畢
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第
四
十
四
放

物
的
形
貌

…
〝
窮
情
寓
物
〃､
指
通
過
具
鰹
形
貌
的
描
給
行
軍
深

刻
的
思
想
感
情
｡

事
物
の
状
貌
を
的
確
に
描
寓
す
る
こ
と

(｢指
事
造
形
｣)
や
事
物
の

措
寓
に
よ
っ
て
感
情
を
行
李
す
る
こ
と

(｢窮
情
寓
物
｣)
は
､
優
れ
た

五
言
詩
の
創
作
原
理
と
し
て
確
か
に
機
能
す
る
で
あ
ろ
-
が
､
は
た

し
て
そ
の
ま
ま

｢滋
味
｣
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
通
用
し
得
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
､
甚
だ
疑
問
で
あ
る
｡

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓

物
｣
を

｢滋
味
｣
の
特
徴
を
述
べ
た
も
の
と
解
揮
す
る
以
上
'
先
ず

『
詩
品
』
全
鰹
か
ら
鍾
燦
は
具
鮭
的
に

｢滋
味
｣
を
ど
の
よ
う
な
も

の
と
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
節
約
し
､
そ
れ
と

｢指
事
造
形
､

窮
情
寓
物
｣
と
の
関
連
を
明
確
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
o

つ
ま
-
､

鍾
喋
は
､
事
物
の
状
貌
の
的
確
な
描
寓
に
よ
っ
て
､
ど
う
し
て
滋
味

あ
る
詩
が
創
作
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
か
､
事
物
の
描
寓
に
よ
る

拝
情
に
よ
っ
て
､
ど
の
よ
う
な
詩
味
が
醸
成
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
た

の
か
､
こ
の
よ
う
な
問
題
に
答
え
る
こ
と
が
是
非
必
要
な
の
で
あ
る
｡

し
か
し
､
残
念
な
が
ら
臭
氏
以
下
､
誰
も
そ
れ
に
ま
と
も
に
答
え
て

い
る
者
は
い
な
い
｡
こ
れ
は
､
今
後
解
決
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ

ろ
う
｡

こ
れ
に
結
い
て
､
県
民
は
､
｢窮
情
｣
に
つ
い
て
､
鍾
嘆
は
詩
味

中
の
感
情
と
し
て
殊
に

｢憤
慨
怨
俳
之
情
｣
を
突
出
さ
せ
､
重
税
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
o
そ
の
謹
操
と
し
て
､
上
品
序
に
あ
る

｢楚

臣
去
境
､
藻
妾
辞
官
｣
以
下
の
畢
例
と
下
品
に
あ
る

｢
五
言
之
警
策
｣

の
挙
例
が
と
も
に

｢怨
｣
に
関
す
る
事
例
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

及
び
具
鮭
的
評
論
中
に

｢怨
｣
を
重
税
し
た
審
美
規
準
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
｡
確
か
に
､
『詩
品
』
中
に
は
､
古
詩
の

｢意

悲
而
遠
､
驚
心
動
魂
､
可
謂
幾
干

一
字
千
金
｡
(中
略
)
稚
多
哀
怨
､

頗
馬
絶
薙
｣
や
李
陵
の

｢文
多
懐
恰
､
怨
者
之
流

(中
略
)
使
陵
不
遭

辛
苦
､
英
文
亦
何
能
至
此
｣
を
始
め
と
し
て
､

｢怨
｣
の
感
情
を
拝

塗
し
た
詩
が
高
-
評
債
さ
れ
て
い
る
場
合
が
非
常
に
多
い
｡
こ
の
事

象
か
ら
見
て
､
鍾
嘆
が

｢怨
｣
の
拝
情
と
い
う
こ
と
を
評
詩
の
T
規

準
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
.
こ
の
こ
と
は
､
｢滋
味
説
｣

関
連
の
論
文
に
限
ら
ず
､
ほ
と
ん
ど
の

『詩
品
』
の
論
文
に
早
-
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
､
既
に
定
説
化
し
て
い
る
｡
し
か
し
､

こ
の

｢
怨
｣
な
る
審
美
規
準
と

｢詩
味
｣
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
､

鍾
喋
は

『詩
品
』
中
に
お
い
て
直
接
的
に
言
及
し
て
い
な
い
｡
そ
れ

故
､
両
者
の
関
連
を
言
う
場
合
に
は
､
必
ず

『詩
品
』
の
ど
こ
に
､
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ど
の
よ
う
な
形
で
､
そ
の
関
連
性
が
潜
在
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
か

を
明
確
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
｡
鍾
喋
は

｢味
｣
あ
る
詩
を
創
作

す
る
た
め
に
は
､
｢怨
｣
と
い
う
要
素
が
是
非
必
要
と
認
め
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
.
ま
た

｢怨
｣
の
感
情
を
強
-
拝
葵
し
て
い
る
詩
に

は
､
必
ず

｢滋
味
｣
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ

れ
ら
の
問
い
に
封
し
て
も
､
県
民
以
下
の
論
文
は
､
い
ま
だ
な
ん
ら

の
解
答
も
出
し
て
い
な
い
｡

こ
の
外
､
呉
氏
は
､
｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
を

｢詳
切

(指
構

思
和
措
寓
的
細
致
和
深
刻
)｣
の
域
に
ま
で
達
成
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
が
､
詩
品
序
で
は
､
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は

｢三

義

(賦
比
興
)
の
酌
用
｣
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
と
解
し

た
上
で
､
そ
こ
に
見
ら
れ
る

｢若
専
用
比
興
､
患
在
意
深
'
意
深
則

詞
蹟
｡
若
但
用
賦
鮭
'
患
在
意
浮
､
意
浮
則
文
散
｣
と
い
う
表
現
を

｢詩
味
｣
と
関
連
づ
け
て
解
帯
し
､
更
に
績
け
て
司
重
囲
の

｢詩
味

論

｣

へ
の
影
響
を
説
い
て
い
る
｡

〝
酌
而
用
之
〃

的
致
果
自
然
就
是
作
品
的
詳
切
､
也
就
是
細
而

不
冗
､
深
而
不
晦

的
詩
味
｡
後
干
鍾
氏
四
百
年
的
司
空
圏
在
這
方

面
似
乎
也
受
了
影
馨
｡
他
在
談
到
詩
昧
時
侶
論

〃
近
而
不
浄
､
遠

紹

介

而
不
義
″

之
説
｡

〝

近
〃

有
鮎
類
似
〝

詳
〃
'
〃
遠
〃

有
鮎
類
似
.'切
〃｡

｢詩
味
｣

と

｢意
深
(

指
隠
晦
秦
荘
)｣
｢
意

浮
(
指

冗
賛
散
漫
)｣
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
､
他
の
こ
と
同
様
､
や
は
-
分
析
考
詔
が
不
十

分
で
あ
る
も
の
の
､
こ
の
両
者
の
関
連
に
焦
鮎
を
常
て
て

｢詩
味
｣

を
考
察
し
よ
-
と
す
る
呉
氏
の
親
鮎
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
｡

ま
た
､
典
氏
が
鍾
嘆
の

｢詩
味
｣
と
い
う
概
念
は
､
南
斉
の
書
家
謝

薪
の

｢六
法
｣
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
も
な
か

な
か
興
味
深
い
｡
両
問
題
と
も
に
､
今
後
､
も
う
少
し
詳
細
に
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
｡

そ
の
後
､
呉
氏
は
､
｢三
､
鍾
燦
詩
味
的
美
学
理
想
在
詩
歌
評
論
中

的
貫
徹
｣
に
お
い
て
､
上

･
中

･
下
品

一
百
二
十
鉄
人
の
五
言
詩
作

家
に
封
す
る
評
債
の
際
､
｢鍾
喋
詩
味
的
美
学
理
想
｣
が
貴
際
ど
の
よ

う
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
を
検
詮
す
べ
-
､
｢鍾
嘆
の
賛
美
す
る
作

家
の
優
鮎
｣
を
(
一
)
怨
俳
的
感
情
､
(二
)
意
境
的
深
微
腕
韓
､
(≡
)

詞
采
的
華
浄
之
美
の
三
項
目
に
分
け
て
分
析
検
討
を
加
え
､
鍾
嘆
の

各
詩
人
に
封
す
る
具
鮭
的
評
論
と
詩
品
序
中
の

｢詩
味
論
｣
と
は
基

本
的
に
統

l
し
て
い
る

(鍾
喋
封
作
家
具
鰻
評
論
和

《
詩
品
》
経
論
中
的

詩
味
論
基
本
上
是
統
一
的
)
と
結
論
し
て
い
る
｡
呉
氏
の
こ
の
方
法
に
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は
少
々
誤
解
を
導
き
出
し
易
い
危
険
性
が
腔
胎
し
て
い
る
o
す
な
わ

ち
､
上
述
の
よ
う
な
詩
品
序
の
は
な
は
だ
不
安
定
な
分
析
に
よ
っ
て
'

先
に

｢詩
味
｣
は

｢鍾
燦
的
美
挙
理
想
｣
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
お

い
て
'
そ
れ
に
適
歴
し
て
い
る
も
の
を
貴
際
の
詩
許
中
か
ら
探
し
出

す
と
い
う
よ
う
な
方
法
は
､
ど
う
し
て
も
つ
い
自
説
に
合
致
し
た
表

現
ば
か
-
に
目
が
ゆ
き
､
客
観
的
に
全
鰻
の
表
現
を
見
落
と
す
危
倶

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
臭
氏
の
み
な
ら
ず
'
多
-
の

｢滋
味
説
｣
関

連
論
文
に
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
､
ほ
と
ん
ど
自
説
に
合

う
部
分
を
探
し
出
す
こ
と
に
の
み
腐
心
L
t
あ
ま
-
全
鰻
を
見
て
い

な
い
傾
向
に
あ
る
｡
こ
れ
で
は
到
底
説
得
力
有
る
結
論
を
出
す
こ
と

は
無
理
で
あ
ろ
う
｡

｢詩
味
｣
は

｢鍾
喋
的
美
学
理
想
｣
で
あ
る
と

い
-
結
論
を
出
す
前
に
､
先
ず
詩
品
序
の
表
現
と

1
百
二
十
鉄
人
に

封
す
る
詩
評
の
両
方
を
並
行
し
て
検
討
し
､
｢詩
味
｣
と
は
ど
の
よ
-

な
も
の
か
を
節
約
し
て
後
､
こ
れ
が
果
た
し
て
鍾
喋
の
｢美
学
理
想
｣

で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
認
す
べ
き
で
あ
ろ
-
｡

い
ま

｢滋
味
説
｣
関
連
の
論
文
に
お
い
て
初
期
に
展
す
る
典
氏
の

論
文
を
見
て
き
た
か
ら
､
次
に
は

1
九
九

〇
年
に
蔓
表
さ
れ
た
韓
進

廉
氏
の

｢妹
子
味
而
後
可
以
言
詩
也
-
評
鍾
喋

〝
滋
味
〃

説
的
審
美

債
値
｣
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ

近
年
の

｢滋
味
｣
の
究
明
が
ど
れ
だ
け
進
展
し
た
か
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
｡

韓
氏
の
論
文
も
そ
れ
以
前
の
も
の
と
同
株
'
い
き
な
-
､
鍾
蝶
『詩

品
』
の
品
評
標
準
は

｢滋
味
説
｣
で
あ
る
と
決
め
つ
け
､
｢滋
味
｣
は

｢詩
歌
鑑
賞
的
美
学
標
準
｣
で
あ
る
と
と
も
に

｢詩
歌
創
作
的
美
学

原
則
｣
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
｡
そ
の
上
､
｢指
事
造
形
､
窮
情

寓
物
､
最
馬
詳
切
｣
を

｢滋
味
｣
の
第

1
要
素
と
し
て
挙
げ
'
｢指
事

造
形
｣
は

｢准
確
地
刻
書
事
物
的
形
貌
｣
､
｢窮
情
寓
物
｣
は

｢通
過

具
髄
的
捕
縛
行
軍
深
刻
的
思
想
感
情
｣
と
解
し
て
い
る
.
こ
の
と
こ

ろ
は
'
具
詞
公
論
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
｡
更

に
は
三
義

(賦
･
比
･
興
)
の
酌
用
に
よ
る

｢主
観
情
緒
｣
と

｢客
観

物
象
｣
の
相
互
融
合
と
､

｢幹
之
以
風
力
'
潤
之
以
丹
彩
｣
に
よ
る

内
容
と
形
式
の

｢完
美
｣
的
統

一
を

｢滋
味
｣
の
第
二
要
素
と
し
'

｢幹
｣
は

｢骨
幹
｣
､

｢風
力
｣
は

｢内
容
｣
を
指
し
､

｢情
感
｣
と

｢文
気
｣
を
包
括
し
､

｢潤
｣
は

｢潤
色
｣
･
｢修
飾
｣
､

｢丹
彩
｣
は

｢形
式
｣
を
指
し
､
｢音
韻
｣
と

｢詞
藻
｣
を
包
括
し
て
い
る
と
解
し

て
い
る
｡
こ
れ
も
ま
た
従
前
の
論
文
と
ほ
と
ん
ど
襲
わ
る
と
こ
ろ
は
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な
い
｡
た
だ
､
相
違
鮎
と
し
て
は
､
五
言
詩
が
四
言
詩
に
比
べ
て
｢滋

味
｣
有
る
理
由
を
､
今
人
袴
斌
傑
の

｢語
言
草
｣
に
よ
る
解
析
を
引

用
し
て
説
明
し
て
い
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
あ
る
｡
し
か
し
､
こ
の
説

明
も
､

一
般
的
に
五
言
は

｢奇
偶
相
配
｣
し
て
い
る
か
ら
､
四
言
に

比
較
し
て
襲
化
が
あ
-
､
単
調
で
な
い
こ
と
を
謹
し
て
い
る
だ
け
で
､

決
し
て

『
詩
品
』
中
に
言
う
五
言
の

｢滋
味
｣
の
特
徴
を
説
明
し
得

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
｡

績
い
て
韓
氏
の
論
文
は
､
｢滋
味
｣
説
は
奔
梁
詩
壇
に
お
け
る
創
作

の
不
良
傾
向
に

｢針
封
｣
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
'
『詩

品
』
中
に

(
一
)
借
詩
談
玄

(二
)
冗
溺
聾
律

(三
)
用
典
殊
事
と
い

っ
た
斉
梁
の
弊
風
に
封
す
る
攻
撃
が
盛
ん
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
も
呉
詞
公
論
文
が

『詩
品
』
は

｢馬
耕

明

〝
美
醜
〃
､
分
清

<
朱
紫
〃

而
奮
闘
的
詩
歌
評
論
｣
と
規
定
し
て
以

来
､

た
と

え
ば
､
陳
建
森

論
文
が

｢
〟
滋
味
〃

説
是
鍾
喋
針
封
賛
梁

詩
壇
出
現
的
不
良
傾
向
､
有
的
放
矢
'
而
且
是

虞
在
箭
在
弦
上
不
得

不
額
的
境
地
而
提
出
来
的
｣
と
し
て
､

｢第

一
相
聞
虚
談
｣
､

｢第
二

是
以
典
故
､
古
語
馬
詩
｣
､
｢第
三
是

一
味
追
求
聾
律
｣
の
三
傾
向
を

挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
如
-
､
ず

っ
と
指
摘
さ
れ
績
け
て
き
た
こ
と

紹

介

で
'
な
ん
ら
の
新
味
も
見
ら
れ
な
い
｡

次
に
韓
氏
は
､
鍾
喋

『
詩
品
』
は

｢塀
〝

味
〟
｣
か
ら
入
手
し
､
彼

猫
特
の
許
詩
方
法
を
形
成
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､

『詩
品
』
は

｢〝
滋
味
〃

的
有
無
多
寡
｣
を
以
て

｢蛮
術
標
準
｣
と
な

し
､
貴
賎
や
親
疎
な
ど

に
よ
っ
て
晶
等
の
昇
降

･
詩
歌
の
優
劣
を
決

定
す
る
よ
-
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
韓

氏
は
'
所
謂
｢
〝
滋
味
〃

の
有
無
多
寡
｣
は
鑑
賞
の
角
度
か
ら
言
-

と
､
主
と
し
て
､
｢
二

風
力
を
伺
ぶ
｣
｢二
､
華
廓
を
喜
ぶ
｣
｢三
､

典
雅
を
貴
ぶ
｣
の
三
項
目
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
解
析
し
て

い
る
が
､

こ
の
こ
と
は
､
や
は
-

一
九
七
九
年
の
李
停
龍
論
文
が

｢
〝
滋
味
〃

を
以
て
糞
術
標
準
と
為
す
｣
と
し
て
分
析
を
加
え
て
以
来
'

既
に
ず
っ

と
同
様
の
分
析
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
-
､
こ

こ
に
格
別
の
進
展
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡

最
後
に
韓
論
文
は
､
鍾
嘆
の

｢滋
味
説
｣
が
後
世
の
詩
歌
理
論
と

美
学
思
想
に
重
大
な
影
響
を
輿
え
た
と
し
て
､
具
鮭
的
に
は
陳
子
昂

･
李
白

･
司
空
固

･
揚
幕
里

･
王
漁
洋
の

｢詩
味
｣
に
関
す
る
詩
論

を
例
に
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
｡

こ
れ
は
､

｢滋
味
説
｣
を
否
定
し

て
い
る
が
如
き
に
見
え
る
日
本
や
韓
国
の

『詩
品
』
研
究
に
は
確
か
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に
見
ら
れ
な
い
鮎
で
は
あ
る
が
､
中
国
で
は
李
俸
龍
論
文
の

｢〝
滋

味
〃

説
の
歴
史
的
意
義
｣
に
指
摘
さ
れ
て
以
来
'
多
-
の
論
文
に
お

い
て

同
様
の
分
析
が
あ
-
､
残
念
な
が
ら
､
こ
こ
に
も
新
し
い
妻
鬼

は
見
ら
れ
な
い
｡

以
上
の
検
討
か
ら

一
九
九

〇
年
の
韓
進
廉
論
文
は
､

1
九
六
三
年

の
奥
調
公
論
文
の
水
準
と
ほ
と
ん
ど
襲
わ
ら
ず
､
｢滋
味
課
｣
に
関
す

る
究
明
に
お
い
て
は
､
結
果
的
に
は
あ
ま
-
進
展
は
な
か
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
｡
こ
う
い
う
事
態
を
招
来
し
て
い
る
の

は
､
お
そ
ら
-
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
中
国
で
は
他
の
論
文
の
成
果

を
十
分
に
参
考
に
し
な
い
所
為
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
.
も
し

他
の
論
文
の
成
果
を
参
考
に
し
て
､
そ
れ
に
積
み
上
げ
て
い
た
な
ら
'

こ
れ
ほ
ど
類
似
し
た
も
の
に
は
な
ら
ず
､
異
な

っ
た
覗
鮎
か
ら
の
検

討
が
行
わ
れ
､
必
ず
や

一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
だ
ろ
う
と
惜
し
ま

れ
る
｡
も
し
､
ま
た
日
本
や
韓
国
の

『詩
晶
』
研
究
を
参
考
に
し
て

い
た
な
ら
､
少
な
-
と
も
､
｢滋
味
説
｣
に
疑
問
を
持
つ
研
究
者
の
存

在
が
分
か
-
､
｢滋
味
説
｣
の
存
在
そ
の
も
の
か
ら
検
討
し
直
す
必
要

性
が
理
解
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
｡
最
近
､
上
海
師
範
大
学
の
優
れ
た

気
鋭
の
研
究
者
曹
旭
氏
が

｢鍾
喋

《
詩
品
》
在
日
本
的
流
俸
輿
影
響
｣

中
で
､
中
国
古
典
文
学
研
究
に
お
い
て
も
､
世
界
の
研
究
成
果
に
注

目
し
､
こ
れ
を
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
畠
と
力
説
し
て
い
る
の
は
､

そ
の
意
味
で
ま
っ
た
-
正
し
い
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
と
言
え
よ

ゝ

つ

0な
お
'
上
記
の

｢滋
味
説
｣
関
連
の
論
文
中
で
異
色
の
も
の
は
､

王
小
剛
氏
の

｢徒
接
受
美
学
理
論
看
鍾
喋
的

〝
滋
味
〃

詮
｣
で
あ
る
o

こ
れ
は

｢接
受
美
学
｣
の
理
論
角
度
か
ら
､
つ
ま
-
創

作
の
立
場
か

ら
で
は
な
-
､
享
受
者
側
か
ら

｢滋
味
説
｣
を
解
析
し
ょ
-
と
試
み

た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
方
法
は
､
他
の
論
文
と
ま
っ
た
-
異
な
る
斬

新
な
も
の
で
､
庶
用
の
仕
方
次
第
で
は
相
皆
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
.

し
か
し
､
寅
際
の
王
氏
の
究
明
に
お
い
て
は
'
｢
〝
滋
味
〃

説
は
接
受

主
髄
の
一
種
の
情
緒
鮭
験
で
あ
る
｣
｢〝
滋
味
〃

説
は
接
受

主
鮭
心
中

の
1
種
の
境
界
で
あ
る
｣
｢
〟
滋
味
〃

説
は

一
種

の
審
美
快
感
で
あ
る
｣

と
い
う
よ
う
な
現
代
の

｢接
受
美
学

｣
の
親
鮎
か
ら

｢滋
味
｣
の
内

容
を
抽
象
的
に
漠
然
と
解
説
す
る
こ
と
に
終
始
し
､
鍾
喋
の
主
張
す

る

｢滋
味
｣
の
内
容
を

『詩
品
』
の
表
現
に
治

っ
て
具
膿
的
に
分
析

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
こ
れ
で
は
せ
っ
か
-
の
斬
新
な
方
法

も
ま
っ
た
-
致
果
が
な
-
､
む
し
ろ
鍾
嘆

『詩
晶
』
の

｢滋
味
｣
の
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寛
態
究
明
か
ら
か
え
っ
て
遠
-
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
強
い
｡

l
般
に
中
国
の
古
典
文
学
研
究
に
お
い
て
は
､
論
理
的
整
合
性
を

重
視
す
る
あ
ま
-
､
考
護
を
疎
略
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
O
上
記

の

｢滋
味
説
｣
関
連
の
論
文
お
い
て
も
､
全
般
的
に
論
理
優
先
､
考

讃
軽
配
の
傾
向
が
強
い
.
上
述
の
論
文
の
ほ
と
ん
ど
は
､
先
ず
へ
序

文
中
に
見
え
る
斉
梁
の
詩
壇
に
封
す
る
攻
撃
的
な
批
判
を
根
棟
に
挙

げ
て
､
鍾
嘆

『
詩
品
』
は
轡
梁
の
不
良
文
学
風
気
を
矯
正
せ
ん
と
す

る
戦
闘
的
評
論
書
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
｡
こ
の
鮎
は
､
ま
だ
『詩

品
』
に
内
在
す
る
確
た
る
根
接
を
あ
げ
て
の
規
定
で
あ
る
だ
け
に
あ

ま
-
問
題
は
な
い
が
'
そ
の
賛
梁
の
弊
風
を
詳
細
に
分
析
し
な
い
ま

ま
に
､
弊
風
の
一
つ
で
あ
る

｢玄
言
詩
｣
に
封
す
る
批
判
に

｢
理
過

其
辞
､
淡
乎
寡
味
｣
と
あ
る
の
を
見
て
､
こ
れ
を
板
接
に
す
ぐ
に
｢滋

味
｣
乃
至

｢詩
味
｣
が
弊
風
矯
正
の
た
め
の

｢中
核
的
旗
職
｣
､
す
な

わ
ち
鍾
嘆
の
批
評
基
準

･
創
作
原
理
で
あ
る
と
判
定
し
て
い
る
の
は
､

あ
ま
-
に
考
琵
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
O
詩
品
序
自
身
を
少
し

丁
寧
に
考
察
す
る
だ
け
で
'
鍾
嘆
が
強
い
批
判
を
加
え
､
矯
正
す
べ

き
封
象
と
し
て
い
る
の
は
､
｢玄
言
詩
｣
で
は
な
-
'
む
し
ろ
曹
植

･

劉
楯
を

｢古
拙
｣
と
笑
い
､
飽
照

･
謝
桃
を
模
範
と
す
る

｢塵
薄
之

紹

介

徒
｣
や
典
嬢

･
聾
韻
に
拘
泥
し
過
ぎ
る
任
防

･
沈
約

一
涯
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
｡
ま
た
､
『
商
卒
書
』
『梁
書
』
『
文
心
願
龍
』
な
ど

の
記
述
を
見
て
も
､
斉
発
の
詩
壇
に
お
い
て
は
､
謝
蛋
遅
涯
､
慮
増

派
(古
髄
派
)､
飽
照
派
(永
明
鰹
涯
)な
ど
が
盛
行
し
て
お
-
､
東
晋
に

流
行
し
た

｢玄
言
詩
｣
は
､
も
は
や
裏
返
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と

を
明
確
に
示
し
て
い
る
｡
少
し
で
も
地
道
な
考
詮
を
尊
重
す
る
姿
勢

が
あ
-
さ
え
す
れ
ば
､
こ
の
よ
う
な
事
貴
を
無
税
し
た
強
引
な
判
定

が
出
て
-
る
は
ず
が
な
い
｡
多
-
の

｢滋
味
説
｣
論
者
は
､
｢資
事
求

是
｣
の
精
神
を
忘
却
し
､
ま
る
で

｢詩
味
｣
は

『詩
品
』
の
中
核
的

原
理
で
あ
る
と
す
る
自
ら
の
信
奉
を
正
普
化
す
る
た
め
に
の
み
論
を

展
開
し
て
い
る
ご
と
-
で
あ
る
｡
強
引
な
展
開
で
あ
れ
'
一
旦
'
｢詩

味
｣
は
弊
風
矯
正
の

｢中
核
的
旗
職
｣
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
し
ま

う
と
､
論
理
上
の
常
然
の
締
結
と
し
て
､
次
ぎ
に
は

『詩
品
』
の
中

心
的
な
主
張
で
あ
る

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
｢宏
斯
三
義
､
酌

而
用
之
､
幹
之
以
風
力
､
潤
之
以
丹
彩
｣
と
い
う
こ
と
が
､
具
鮭
的

に

｢滋
味
｣
を
構
成
す
る
要
素
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
｡
そ
れ
故
､
｢滋
味
説
｣
論
者
に
と
っ
て
は
､
｢詩
味
｣
と

『詩
品
』

の
中
心
的
主
張
で
あ
る

｢指
事
造
形
､
窮
情
寓
物
｣
｢宏
漸
三
義
'
酌
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両
用
之
､
幹
之
以
風
力
､
潤
之
以
丹
彩
｣
と
は
普
然
等
し
-
な
る
の

で
､
そ
の
関
連
性
を
わ
ざ
わ
ざ
論
讃
す
る
必
要
な
ど
ま

っ
た
-
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
の
よ
う
な

｢滋
味
説
｣
信
奉
者
の
究

明
法
に
は
､
ま
た
､
｢指
事
造
形
｣
｢窮
情
寓
物
｣
以
下
の
臭
腺
的
な

内
容
の
解
帝
に
至

っ
て
も
､
過
去

･
現
在
に
わ
た
る
用
語
の
克
明
な

分
析
を
通
し
て
着
資
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
故
知
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
｡
い
-
ら
感
覚
的
に
鏡
い
結
論
で
あ

っ
て
も
､
論
語
を

伴
わ
な
い
も
の
は
､
科
挙
と
し
て
の
学
問
の
名
に
値
し
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
.
結
局
､
全
般
的
に

｢滋
味
説
｣
関
連
論
文
に
映
け
て

い
た
の
は
､
大
き
-
言
え
ば

｢貴
幸
求
是
｣
の
精
神
､
組
か
-
言
え

ば
地
道
な
考
護
と
い
-
こ
と
に
な
ろ
う
｡

今
後
､
中
国
の
気
鋭
の
筆
者
を
中
心
に
し
て
'
た
と
え
ば
､
拙
論

｢詩
品
研
究
法
の
検
討
と

『
五
言
之
警
策
』
問
題
等
の
究
明
｣
(『寧
林
』

第
十
四
･
十
五
鱗
)
に
お
い
て
提
唱
し
た

｢

Ⅲ各
版
本
の
校
勘
に
操
る

究
明

佃所
載
叢
書
の
性
質
分
析
に
操
る
究
明

伺『詩
品
』
に
内
在
す

る
表
現
法
則
に
擦
る
究
明

3従
来
の
出
典

･
典
嬢
を
探
査
す
る
方
法

の
徹
底
｣
と
い
っ
た
各
方
法
を
有
機
的
に
維
合
し
た
究
明
法
を
採
用

し
て
､
的
確
な
考
琵
に
操
る
『詩
品
』
研
究
が
展
開
さ
れ
'
虞
の

｢滋

味
｣
の
内
容
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
｡
な
お
､
紙
幅
の

都
合
上
､
逐

一
論
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
割
愛
し
た
｡

156

注

中
国
に
お
け
る
l
九
八
〇
年
以
降
の
『健
勝
詩
品
』
研
究
を
一
束
に
分
析
検
討
し
､
論
述
す
る
こ
と
は
'
紙
幅
の
関
係
上
､
少
々
困
難
で
あ
る
か
ら
'
次
に

一
便
法
と
し
て
論
文
･
専
著
名
一
髪
を
畢
げ
'
こ
れ
に
よ
っ
て
全
鰹
の
傾
向
を
示
唆
し
て
お
-
こ
と
に
す
る
｡

研
究
論
文

【
一
九
八
〇
年
∪

鐘
喋
封
六
朝
詩
風
的
批
判

鍾
傑
談
賦
比
興
滴
義
及
其
運
用

讃

《
詩
晶

･
宋
徴
士
陶
潜
》
札
記

談
談
感
嘆
的
詩
味
説

劉
文
忠

喰
爾
演
師
院

李
文
初

高
逸
撃

江
推
論
壇

『
形
象
思
惟
資
料
潅
編
八
〇
年
』

文
蛮
理
論
研
究

人
文
妹
誌

一
九
八
〇
年
一
期

人
民
文
学
出
版
社

一
九
八
〇
年
二
期

一
九
八
〇
年
三
期



浅
談
鍾
喋
的

｢
滋
味
｣
説

鍾
喋
輿

《
詩
品
》
考
年
及
其
宅

鍾
膜

《
詩
晶
》
的
詩
歌
評
論

鍾
蝶

《
詩
晶
》
陶
詩
源
出
慮
壌
解

二

九
八

1
年
∪

《
詩
品
》

論
鍾
嘆
的
文
学
思
想

『
三
品
論
士
』
不
公
的
秘
密

鍾
喋

《
詩
品
》
興
時
代
風
気

∩
一
九
八
二
年
∪

鍾
喋
的
美
学
思
想
-

〝

濫

味
〃

課

我
園
古
代
第

一
部
詩

歌

批
評
尊

者
-

《
詩
品
》

従
鍾
喋
的
詩
法
原
則
着
駅
'
比
'
興
的
運
用

論
鍾
喋

《
詩
品
》
的
曹
陶
品
第

詩
品
序
分
析

吟
詠
惰
性
-

鐘
嘆
詩
晶
詩
歌
批
評
的
理
論
基
礎

論
鍾
燦
詩
論
的
現
賓
主
義
性
質

【
一
九
八
三
年
】

鍾
喋

《
詩
品
》
管
窺

鍾
瞭

《
詩
品
》
的
詩
歌
創
作
論

鍾
喋

《
詩
品
》
四
耕

従

《
詩
晶
》
的
批
評
標
準
看
鍾
喋
的
文
質
観

〝
顕
優
劣
I
析
品
第
〃

的
詩
論
著
-
譲
鍾
燦

《
詩
品
》

紹

介

武
新
津

段
照
仲

陳
思
苓

王
運
無

常
振
園

張
少
康

李
伯
勤

王
連
館

陳
建
森

蒲
華
巣

何
文
忠

許
絶

縁
寓
全

備
や
菜

李
停
龍

陳
適
冬

周
剛

滞
租
伯

梅
連
生

張
少
康

思
想
戦
線

文
革
評
論
叢
刊
第
五
輯

同

右

文
学
評
論

文
史
知
識

文
蛮
理
論
研
究

社
合
科
挙

(甘
粛
)

文
学
評
論
叢
刊
第
九
輯

河
池
師
事
学
報

文
学
知
識

寓
作

中
州
寧
刊

東
北
師
大
函
授
教
学

古
代
文
学
理
論
研
究
第
七
輯

文
撃
退
産
増
刊

一
四
輯

重
文
志
第

一
輯

沈
陽
師
範
学
院
学
報

蘇
州
大
学
学
報

安
教
師
大
学
報

文
学
知
識

一
九
八

〇
年
三
期

一
九
八

〇
年
三
月

1
九
八

〇
年
五
期

l
九
八

1
年
五
期

一
九
八

一
年
四
期

1
九
八

l
年
二
期

一
九
八

一
年

1
九
八
二
年

1
期

一
九
八
二
年
三
期

一
九
八
二
年
四
期

一
九
八
二
年
六
期

一
九
八
二
年

一
四
期

一
九
八
二
年

1
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
期

一
九
八
三
年

一
期

l
九
八
三
年

i
期

1
九
八
三
年
二
期
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鍾
燦

《
詩
晶
》
的
批
評
標
準
興
理
論
精
華

鍾
喋

《
詩
品
》

〝
滋
味
〃
解

鍾
喋
論
建
安
文
学

論
鍾
膜
詩
晶
的
審
美
理
想
興
批
評
標
準

鍾
嘆
論
詩

鍾
喋
的
詩
歌
理
論
和
詩
評

論
鍾
喋

《
詩
品
》
的
潮
流
別

鍾
嘩

《
詩
品
》
論
詩
的
特
鮎

劉
鯉
輿
鍾
喋
文
学
思
想
的
差
異

従

《
詩
品
》
看
屈
騒
封
貌
晋
南
朝
詩
歌
的
影
響

鍾
喋

【
一
九
八
四
年
】

鍾
燦

《
詩
品
》
三
題

指
事
造
形

窮
情
箱
物

I
鍾
喋

《
詩
晶
》
的
〝
滋
味
〃

説

鍾
喋

《
詩
品
》
的
理
論
鯉

系

(
上

)

鍾
牒

《
詩
品
》
的
理
論
鰻
系

(下
)

論

《
詩
晶
》

劉
錦
輿
鍾
燦
文
学
観
封
立
説
商
権

従
推
崇
曹
植
看
鍾
燦
的
文
萄
思
想

鍾
喋
的
身
世
輿

《
詩
品
》
約
品
第

鍾
燦
詩
歌
音
韻
観
逓
評

鍾
喋
的
詩
品

顧
農

郁
玩

嗣
ea:描

請
華
巣

箱
文
苑

陳
必
勝

常
振
国

振
甫

蒲
華
柴

毛
慶

牟
世
金

･
葡
華
柴

輔
や
横

丁
捷

貿
樹
新

賀
樹
新

王
連
生

都
園
平

沈
悦
曹

梅
連
生

貌
惰

亦
云

河
北
師
範
大
軍
軍
報

江
漢
論
壇

安
徽
師
大
学
報

奔
魯
撃
刊
古
典
文
学
寺
坂

太
原
文
蛮

薬
石
師
院
学
報

柳
泉

柳
泉

中
州
撃
刊

江
漢
論
壇

中
国
著
名
文
撃
家
詐
俸
第

一
雀

山
東
大
学
文
科
論
文
集
刊

鄭
州
大
学
撃
報
道

松
遼
寧
刊

松
遼
寧
刊

昆
明
師
事
学
報

文
蛮
理
論
研
究

華
東
大
学
報

安
微
師
大
挙
報

常
徳
師
事
学
報

自
修
大
挙

1
九
八
三
年
二
期

一
九
八
三
年
二
期

1
九
八
三
年
三
期

1
九
八
三
年
三
期

1
九
八
三
年
四
期

一
九
八
三
年
四
期

T
九
八
三
年
五
期

一
九
八
三
年
六
期

1
九
八
三
年
六
期

一
九
八
三
年

一
一
期

一
九
八
三
年

l
九
八
四
年

一
期

一
九
八
四
年

一
期

一
九
八
四
年

一
期

一
九
八
四
年
二
期

一
九
八
四
年
二
期

1
九
八
四
年
三
期

一
九
八
四
年
三
期

1
九
八
四
年
四
期

一
九
八
四
年
五
期

一
九
八
四
年
七
期
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詩
品
介
紹

人
格
美
輿
清
水
出
芙
蓉
的
審
美
趣
味
-

鍾
喋
詩
品
講
書
札
記

浅
談
鍾
喋
的

〝
直
等
〃
説

鍾
嘆
的
詩
歌
理

論

鍾
燦

《
詩
品
》
謝
塞
運
候
疏
琵

【
T
九
八
五
年
∪

鍾
喋
輿
司
空
間
詩
〝
味
〃

説
耕

鍾
嘆
和
地
的

《
詩
晶

》

讃
鍾
喋

《
詩
品
》
札
記

-
関
干
什沌
雲
和
丘
遅
的
詩
歌
風
格

論
鍾
喋
開
剣
的

〝
滋
味
〃

説

略
論
鍾
喋

《
詩
品

》
許
詩

的
標
準
及
其
宅

鍾
幌

《
詩
品
》
的
詩
歌
批
評
謄
系

鍾
燦
的

〝
滋
味
説
〃

封
我
閥
詩
歌
襲
展
的
作
用

《
詩
品
》
三
考

劉
雄
和
鍾
畷
文
学
批
評
方
法
的
比
較

【
1
九
八
六
年
】

鍾
喋

《
詩
晶
序
》
文
学
思
想
的
再
認
識

-

《
貌
晋
南
北
朝
文
学
論
文
名
篇
注
梓
》
評
速
之

1

浅
談
詩
話
鮭
的
流
襲

徒

《
文
心
離
龍
》
'
《
詩
品
》
的
極
限
性

看
時
代
風
気
封
文
学
批
評
的
影
響

鍾
喋

《
詩
品
》
的
批
評
方
法
論

紹

介

沈
玉
成

羅
立
乾

武
顧
障

呂
徳
申

張
伯
偉

王
之
望

鍾
滴

陳
思
苓

評 李 措 蒲 重 秀

帆 伯 組 華 克 魯

勤 惰 柴 斌 青

張 張 劉 郭
伯 明 国 正
俸 非 諸 元

電
大
文
科
園
地

美
的
研
究
輿
欣
賞

文
学
遺
産

中
国
文
蛮
思
想
史
論
叢

3

中
国
文
蛮
思
想
史
論
叢

3

牡
丹
江
師
院
学
報

学
術
文
摘

文
学
通
産

内
蒙
古
大
挙
学
報

雲
南
師
範
大
学
学
報

文
学
評
論

杭
州
大
学
学
報

祉
合
科
学

(甘
粛
)

学
術
月
刊

中
山
大
軍
学
報

天
津
教
育
学
院
院
刊

鹿
西
師
範
大
挙
学
報

中
国
社
合
科
挙

一
九
八
四
年
十
期

一
九
八
四
年
十
二
期

一
九
八
四
年

1
九
八
四
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
期

一
九
八
五
年
二
期

一
九
八
五
年
二
期

1
九
八
五
年
二
期

一
九
八
五
年
三
期

一
九
八
五
年
四
期

一
九
八
五
年
四
期

一
九
八
五
年
六
期

l
九
八
五
年
四
月
鍍

一
九
八
六
年
二
期

一
九
八
六
年
二
期

一
九
八
六
年
三
期

一
九
八
六
年
三
期
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鍾
楳

《詩
品
》
初
探

窒
常
州
》
興

《
詩
品
》
-
鍾
蝶
〝

詩
品
〃
探
源

鍾
蝶

〝
托
詩
以
怨
〃

説
漫
許

托
詩
以

怨
尋
鐸

鍾
喋

《
詩
品
》
論
詩
人
的
継
承
関
係
及
共
沈
渡

文
心
離
龍
興
詩
品

試
析
劉
雄
健
燦
的
詩
論

《
詩
品
》
評
語
輿
張
輩
詩
風

鍾
喋

《
詩
品
》
論

〟
奇
〃

【
一
九
八
七
年
∪

謝
眺
詩
品
略
排

鍾
瞭

《
詩
品
》
校
考

従

《
詩
品
》
品
第
唯
的
宕
張
華
詩
歌
品
第

我
国
古
代
卓
越
的
文
学
理
論
家
1
鍾
喋

鍾
燦
輿
歌
徳
文
学
思
想
比
較
論

-
来
談
唯
物
主
義
創
作
理
論
的
歴
史
車
展

鍾
喋
的

〝
滋
味
〃
説

鍾
燦
詩
論

的

〟直

尋
〃

主
張

鍾
幌
及
其

《
詩
品
》

三
考

従
接
受
美
学
理
論
宕
鍾
喋
的

〝
滋
味
〃

説

詩
文
的

〝
魂
〃
興

〝
呪
〃

鍾
喋

《詩
品
》

的
曹

操
'

劉
根
品
第

鍾
燦

《
詩
品
》
名
次
排
序
襲
例
説

謝
文
学

蒋
組
惰

早
世
聯

林
天
釣

王
運
願

典
林
伯

晒
租
伯

曹
旭

王
遅
無

季
太
斌

曹
旭

徐
宗
文

劉
溶

韓
湖
初

案
育
曙

欧
陽
世
昌

謝
文
学

王
小
剛

李
和
明

張
亜
新

郎
園
平

許
昌
師
事
軍
報

杭
州
大
軍
学
報

西
北
師
院
撃
報

(蘭
州
)

内
蒙
古
大
軍
学
報

中
州
隼
刊

文
心
離
龍
隼
刊
第
四
輯

文
心
離
電
撃
刊
第
四
輯

光
明
日
報

光
明
日
報

商
売
師
学
院
学
報

中
州
撃
刊

挽
城
師

学
報

南
陽
師
事

《
南
都
撃
壇
》

語
文
輔
導

(華
南
師
大
)

雲
繭
民
族
嘩
院
学
報

中
山
大
学
学
報

中
州
撃
刊

河
池
師
専
軍
報

開
講
霧
作

中
州
撃
刊

中
州
撃
刊

一
九
八
六
年
三
期

一
九
八
六
年
三
期

.
九
へ
六
ii
P1_朋

一
九
八
六
年
四
期

一
九
八
六
年
六
期

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年
四
月
八
日

一
九
八
六
年
七
月
二
九
日

一
九
八
七
年

一
期

一
九
八
七
年

一
期

一
九
八
七
年

一
期

一
九
八
七
年

一
期

一
九
八
七
年

一
期

1
九
八
七
年
二
期

1
九
八
七
年
二
期

1
九
八
七
年
三
期

一
九
八
七
年
四
期

一
九
八
七
年
四
期

一
九
八
七
年
五
期

一
九
八
七
年
五
期
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《
詩
品
》
研
究
概
観

∩
一
九
八
八
年
】

〝
詩
言
志
〃
'
〝詩

経
情
〃

輿
鍾
喋
的
〝
性
情
〃

説

簡
論

《
詩
品
》
的
品
風

《
詩
品
》
研
究
的
新
成
果

-
評
新
出
版
的
三
種
鍾
喋

《
詩
品
》
注

鍾
喋

《
詩
品
》
在
日
本
的
流
俸
輿
影
饗

許
車
柱
環
教
授

《
鍾
燦
詩
晶
校
琵
》

-
来
談
古
代
文
論
校
勘
中
的
幾
箇
問
題

鐘
喋
批
評
標
準
的
現
代
聞
揮

鍾
嘩
論
詩
主
怨
的
深
層
結
構

《
詩
品
》
的

〝
奇

〃

鍾
噸
風
格
理

論
漫
評

鍾
喋
詩
論
輿
劉
雄
詩
論
的
比
較

《
鍾
畷
詩
品
評
注
》
評
議

関
干
曹
操
等
人
在
詩
品
中
的
品
第
問
題

《
詩
品
》
評
陶
詩
課
徴

日
本
輿
詩
品
研
究

鐘
嘩

《
詩
品
》
〝
駁
聖
〃

解

鍾
燦
以

〟
怨
〃

品
詩
及

其

原
因
和
意
義

【
一
九
八
九

年
∪

忠
棟
許
債
鍾
喋

《
詩
品
》
的
曹
操
品
第

〟
滋
味
〃

興

〃
興
象
〃

紹

介

尚
定

謝
幅
萱

貿
樹
新

嘗
旭

李 謝 萌 徐 曹 曹 葛 徐 壬 叢 貿 張 沈 張 曹
天 文 家 達 旭 旭 景 達 遅 金 樹 元 波 伯 旭
道 学 安 春 照 玉 新 五 偉

語
文
導
報

(杭
州
大
挙
)

張
家
口
師
事
撃
報

東
北
師
大
学
報

文
学
通
産

中
州
撃
刊

南
京
大
学
学
報

中
州
撃
刊

四
川
教
育
学
院
学
報

松
遼
寧
刊

河
南
師
範
大
学
畢
報

文
学
評
論

貴
州
大
挙
学
報

中
州
撃
刊

復
旦
学
報

中
文
自
修

貴
州
祉
合
科
挙

湘
帝
大
撃
学
報
古
典
文
学
専
輯

許
昌
師
事
学
報

青
海
師
範
大
学
学
報

一
九
八
七
年
五
月

l
九
八
八
年

1
期

l
九
八
八
年

一
期

一
九
八
八
年
二
期

一
九
八
八
年
二
期

一
九
八
八
年
二
期

一
九
八
八
年
三
期

一
九
八
八
年
三
期

一
九
八
八
年
三
期

一
九
八
八
年
三
期

一
九
八
八
年
四
期

一
九
八
八
年
四
期

一
九
八
八
年
四
期

一
九
八
八
年
五
期

一
九
八
九
年
七
期

一
九
八
八
年

1
二
期

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
期

一
九
八
九
年

一
期
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-

《
詩
品
》
《
河
岳
英
蛋
集
》
沿
革
比
較
研
究

鍾
喋

《
詩
品
》
作
年
考

-
兼
考

《
詩
品
》
的
三
篇
序
文

鍾
畷
詩
論
及
其
批
評
標
準

鍾
喋
身
世
考

《
詩
品
》
的
科
名
及
序
言
的
位
置

鍾
牒

《
詩
品
》
研
究
綜
述

【
一
九
九
〇
年
∪

鍾
膜
的

普
代
詩
歌
評
論

排
干
味
而
後
可
以
言
詩
也

-
許
鍾
麟

〝
滋
味
〃
説
的
審
美
債
値

陳
延
傑

《
詩
品

注
》
校

疑

談
古
代
文
論
中
的
品
評
批
評

鏡
鍾
書
論

《
詩
品
》

-
講

《
談
蛮
錬
》
'
《
管
錐
編
》
札
記
之

1

論
鍾
喋
的
詩
歌
批
評
標
準
1
衆
論

〝
滋
味
説
〃

論
西
育
詩
人
張
華

論
鍾
喋

《
詩
品
》
封
朝
廷
之
詩
歌
的
許
債

《
詩
晶
》
探
源

《
詩
品
》
評
注
書
及
び
研
究
書

斎
華
祭

『
《
詩
晶
》
注
揮
』
(《
文
賦
》
注
樺
と
合
訂
本
)

向
長
音

『
詩
品
注
梓
』

察
組
恰

徐
達

曹
旭

曹
旭

曹
旭

陳
慶
元

韓
進
廉

張 鏡 曹 李 徐 骨 察
伯 鋼 旭 艇 達 経 文
偉 才

杭
州
大
隼
学
報

貴
州
大
軍
軍
報

上
海
師
範
大
学
学
報

中
州
撃
刊

文
史
知
識

中
州
撃
刊

河
北
師
範
大
学
軍
報

松
遼
寧

刊

文
垂
理

論
研
究

貴
州
民
族
軍
院
学
報

曙
什
師
範
撃
院
学
報

上
海
師
範
大
学
軍
報

中
州
撃
刊

南
京
大
学
学
報

一
九
八
九
年
二
期

一
九
八
九
年
四
期

一
九
八
九
年
四
期

一
九
八
九
年
五
期

一
九
八
九
年

二

期

1
九
九

〇
年

一
期

1
九
九

〇
年

一
期

1
九
九

〇
年

1
期

1
九
九

〇
年
二
期

1
九
九

〇
年
四
期

一
九
九

〇
年
四
期

一
九
九

〇
年
四
期

一
九
九

〇
年
五
期

一
九
九
〇
年

五
'
六
期
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郵
州
中
州
古
籍
出
版
社

努
魯
書
虻

1
九
八
五
年

一
九
八
六
年



呂
徳
申

『
鍾
畷
詩
品
校
樺
』

超
仲
邑

『
鍾
喋
詩
品
詳
注
』
(中
開
古
典
文
学
理
論
名
著
)

羅
立
乾

『
鍾
喋
詩
歌
美
挙
』

徐

達

『
詩
品
全
搾
』
(中
開
歴
代
名
著
全
揮
叢
書
)

梅
連
生

『
鍾
燦
和
詩
品
』
(中
国
古
典
文
学
基
本
知
識
叢
書
)

商
克
坤

『
《
文
心
雅
龍
》
輿

《
詩
品
》』
(敵
国
叢
書
)

北
京
大
学
出
版
社

鹿
西
人
民
出
版
社

武
漢
大
学
出
版
社

貴
州
人
民
出
版
敢

上
海
古
語
出
版
社

人
民
出
版
社

1
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
九
〇
年

一
九
八

二
年

一
九
八
九
年

清

水

凱

夫

(立
命
館
大
学
)

紹

介


